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◇
は
し
が
き

　
一
条
兼
良
の
初
期
古
典
学
の
著
作
の
内
、
と
り
わ
け
著
聞
す
る
も
の
は
、
処
女
作
『
公
事
根
源
』
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
　
『
公
事
根
源
』
を
現
在
新
刊
本
と
し
て
入
手
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
過
去
数
度
に
わ
た
つ
て
活
字
化
さ
れ
て
来
た
も
の
の
、
現
在
で
は
い
づ
れ
も
絶
版
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
　
『
公
事
根
源
』
そ
れ
自
身
の
、
書
誌
学
的
・

文
献
学
的
研
究
は
、
全
く
な
さ
れ
て
来
な
か
つ
た
と
い
へ
よ
う
。
江
戸
期
の
注
釈
書
を
翻
刻
ず
る
こ
と
で
研
究
が
と
ど
ま
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
報
告
者
は
、
ま
ず
『
公
事
根
源
』
諸
本
の
悉
皆
調
査
を
目
指
す
べ
く
、
伝
本
書
目
の
作
成
か
ら
は
じ
め
、
一
一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
八
割
方
の
諸
本
を
調
査
す
る
こ

と
を
得
た
。
た
だ
し
時
間
的
制
約
に
よ
リ
、
詳
細
な
校
合
・
校
勘
と
い
ふ
作
業
は
な
し
得
な
か
つ
た
。
今
後
、
校
勘
を
施
し
た
上
で
『
公
事
根
源
』
を
出
版
す
る
予
定
が
あ
り
、
そ
の

折
に
ま
で
は
、
諸
本
系
統
論
及
び
校
勘
と
い
つ
た
基
礎
的
作
業
を
完
遂
さ
せ
た
い
。

　
な
ほ
、
厳
密
に
い
へ
ば
《
初
期
古
典
学
》
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
が
、
兼
良
古
典
学
に
関
わ
る
重
要
な
新
資
料
の
発
見
が
あ
っ
た
の
で
、
論
文
を
一
点
公
表
し
（
後
掲
）
、
さ
ら
に

『
点
は
本
報
告
書
に
書
き
下
ろ
し
で
所
収
し
た
。

年
度
別
の
研
究
経
過
は
以
下
の
通
リ
。

【
平
成
1
2
年
度
】

　
●
『
公
事
根
源
』
諸
伝
本
の
調
査
・
写
真
撮
影

　
　
以
下
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
『
公
事
根
源
』
の
諸
伝
本
を
、
実
地
に
書
誌
調
査
を
し
、
必
要
な
も
の
は
写
真
撮
影
を
し
て
紙
焼
を
作
成
し
た
。

　
　
　
静
嘉
堂
文
庫
（
二
本
）

　
　
　
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

　
　
　
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
（
二
本
）

　
　
　
内
閣
文
庫
（
二
本
）

　
　
　
旧
東
京
教
育
大
学
（
現
筑
波
大
学
）
附
属
図
書
館
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
北
岡
（
永
青
）
文
庫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
日
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
上
田
市
立
図
書
館
藤
鷹
文
庫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
臼
杵
市
立
図
書
館
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
東
山
御
文
庫
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
（
八
本
）

　
　
　
京
都
大
学
（
六
本
）
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陽
明
文
庫
（
二
本
）

天
理
図
書
館
（
七
本
）

【
平
成
棉
年
度
】

　
●
『
公
事
根
源
』
諸
伝
本
の
調
査
・
写
真
撮
影
（
前
年
度
か
ら
の
継
続
）

　
　
以
下
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
『
公
事
根
源
』
の
諸
伝
本
を
、
実
地
に
書
誌
調
査
を
し
、
必
要
な
も
の
は
写
真
撮
影
を
し
て
紙
焼
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　
（
滋
賀
県
西
教
寺
）
正
教
坊
文
庫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
山
崎
文
庫

　
　
　
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
四
本
）

　
　
　
東
京
大
学
総
合
図
書
館

　
　
　
東
海
学
園
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
哲
誠
（
関
山
）
文
庫

　
　
　
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫

　
　
　
京
都
府
立
総
合
資
料
館

　
　
　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

　
　
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫

　
　
　
水
府
明
徳
会
彰
考
館
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
）

　
　
　
二
松
學
舎
大
學
附
属
図
書
館

　
　
　
東
京
国
立
博
物
館
資
料
館

　
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
二
本
）
　
（
紙
焼
写
真
版
に
よ
る
調
査
）

　
●
架
蔵
本
『
藤
河
の
記
・
南
都
百
首
』
の
調
査
・
試
行
的
本
文
研
究

　
　
今
回
の
研
究
で
た
ま
た
ま
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
架
蔵
本
に
つ
い
て
、
書
誌
的
研
究
を
行
つ
た
。
本
報
告
書
に
後
掲
。

　
●
京
都
国
立
博
物
館
蔵
一
条
兼
良
自
筆
『
樵
談
治
要
』
の
調
査
・
翻
刻

　
　
従
来
、
個
人
（
豊
田
駒
太
郎
）
蔵
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
当
該
書
が
、
近
年
、
京
都
国
立
博
物
館
の
所
蔵
に
な
つ
た
こ
と
を
知
リ
、
原
本
を
実
地
に
調
査
し
、

　
　
を
入
手
し
、
添
付
文
書
等
を
も
含
め
て
、
全
文
の
翻
刻
を
行
つ
た
（
後
掲
「
研
究
発
表
」
㈲
）
。

全
冊
の
写
真
版
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◇
研
究
組
織

研
究
代
表
者
■
武
井
和
人
（
埼
玉
大
学
教
養
学
部
教
授
）

◇
研
究
経
費

平
成
1
2
年
度

平
成
1
3
年
度

二
、
一
〇
〇
千
円

一
、
三
〇
〇
千
円

◇
研
究
発
表

（
1
）（5）　（4》　（3）　（2）

「
東
山
御
文
庫
藏
『
古
今
集
釈
義
』
孜
ー
附
翻
刻
・
校
異
1
」
　
　
　
　
　
　
（
『
研
究
と
資
料
』
4
3
”
二
〇
〇
〇
・
七
）

ゆ
補
訂
の
上
、
拙
著
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究
増
一
訂
版
』
　
（
お
う
ふ
う
“
0
0
・
η
）
に
収
録

コ
条
兼
良
書
誌
叢
考
（
九
）
1
『
公
事
根
源
』
を
論
ず
る
為
に
（
一
）
i
」
　
（
『
研
究
と
資
料
』
4
4
”
二
〇
〇
〇
ニ
ニ
）

「
一
条
兼
良
書
誌
叢
考
（
九
）
－
『
公
事
根
源
』
を
論
ず
る
為
に
（
二
）
－
」
（
『
研
究
と
資
料
』
砺
－
二
・
・
τ
七
）
事
再
編
の
‡
生
・
書
に
収
録

「
一
条
兼
良
書
誌
叢
考
（
九
）
1
『
公
事
根
源
』
を
論
ず
る
為
に
（
一
二
）
1
」
　
（
『
研
究
と
資
料
』
4
6
”
二
〇
〇
｝
・
二
一
）

「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
一
条
兼
良
自
筆
『
樵
談
治
要
』
翻
刻
ー
附
略
解
題
ー
」
　
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
教
養
学
部
』
3
7
1
2
“
二
〇
〇
二
・
三
）
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架
蔵
『
藤
河
の
記
』
『
南
都
百
首
』
小
孜

二
、
架
蔵
本
の
書
誌

｝
、
は
じ
め
に

筆
者
は
か
つ
て
、
兼
良
の
数
少
な
い
文
藝
的
著
作
で
あ
る
『
南
都
百
首
』
『
藤
河
の
記
』

に
関
し
て
、
伝
本
の
整
理
を
主
と
し
た
書
誌
学
的
研
究
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、

①
「
『
南
都
百
首
』
の
成
立
」
（
『
言
語
と
文
藝
』
8
7
h
一
九
七
九
・
三
）

②
「
『
藤
河
の
記
』
の
成
立
－
兼
良
論
序
説
ー
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
八
丁
八
）

　
　
※
い
づ
れ
も
拙
著
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究
』
（
桜
楓
社
［
現
社
名
H
お
う
ふ
う

　
　
　
”
一
九
八
七
・
四
）
に
補
筆
の
上
再
録
。
後
者
は
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究

　
　
　
増
訂
版
』
（
お
う
ふ
う
H
二
〇
〇
〇
・
二
）
に
追
補
の
上
再
々
録
。

こ
の
二
論
考
で
あ
る
。

　
『
南
都
百
首
』
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
著
以
後
、
外
村
展
子
「
南
都
百
首
」
（
『
新
編
国
歌

大
観
　
第
十
巻
』
〔
角
川
書
店
“
平
4
・
4
〕
所
収
）
が
著
さ
れ
、
内
閣
文
庫
蔵
〔
二
〇
一

・
四
六
ご
本
を
底
本
に
し
、
同
蔵
〔
二
〇
一
・
四
五
三
〕
本
を
以
て
補
ひ
つ
つ
純
良
な
本

文
が
提
供
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
『
藤
河
の
記
』
に
関
し
て
は
、
外
村
展
子
『
一
条
兼
良
藤
河
の
記
全
釈
』
（
風
間
書

房
H
昭
5
8
・
5
）
に
伝
本
研
究
の
更
な
る
深
化
が
見
ら
れ
、
今
日
に
い
た
つ
て
ゐ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
伝
本
研
究
に
関
し
て
は
概
ね
前
掲
拙
著
の
見
解
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で

は
な
か
つ
た
。

　
筆
者
は
近
時
は
か
ら
ず
も
『
藤
河
の
記
』
『
南
都
百
首
』
が
合
写
さ
れ
た
｝
写
本
を
入
手

出
来
た
の
で
、
こ
こ
に
簡
単
な
紹
介
を
し
て
置
き
、
現
在
の
伝
本
研
究
に
お
け
る
各
本
の
位

置
付
け
を
も
試
み
て
み
た
い
。

　
架
蔵
本
は
『
筑
波
書
店
古
書
目
録

さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

一
四
七

第
7
2
號
書
莚
』
（
0
1
・
2
）
に
左
記
の
如
く
所
掲

一
條
暉
閤
藤
川
記
・
お
な
し
く
百
首
　
薄
葉
美
2
4
丁
　
幕
末
写
　
一
五
〇
、

　
○
○
○

一
条
兼
良
著
書
2
種
を
収
録
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
図
版
π
頁

ω
藤
河
の
記
　
1
6
丁
　
巻
末
に
「
本
云
　
此
一
冊
者
後
成
恩
寺
輝
閤
於
関
藤

　
川
記
之
給
也
　
天
文
十
三
年
季
春
中
溝
日
　
桃
葉
判
ア
リ
」
と
あ
り
。

⑭
詠
百
首
和
歌
　
8
丁
　
巻
末
に
「
右
百
首
一
条
潭
閤
詠
作
也
　
以
自
筆
之

　
本
書
写
詫
　
干
時
文
明
第
五
仲
秋
下
旬
候
」
と
あ
り
。
但
類
従
本
と
は
別

　
系
。
（
前
掲
目
録
・
9
頁
）

　
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
如
く
、
同
目
録
・
7
7
頁
に
は
、
『
藤
河
の
記
』
の
冒
頭
部
分
（
墨
付

1
丁
表
）
が
写
真
版
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
管
見
に
よ
る
限
り
、
本
書
は
こ
の
目
録
以

前
に
所
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
出
本
と
解
し
て
良
か
ら
う
。

　
本
文
の
検
討
に
入
る
前
に
、
架
蔵
本
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
鉄
入
。
秩
題
簸
が
左
に
貼
ら
れ
「
一
條
潭
閤
藤
川
記
・
お
な
し
く
百
首
」

と
墨
書
さ
れ
る
。
こ
の
秩
は
近
時
（
恐
ら
く
昭
和
に
な
つ
て
か
ら
）
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
2
7
・
1
×
1
9
㎝
。
表
紙
は
黄
土
色
無
地
の
楮
紙
。
題
籏
（
墨
流
し
文
様
）
が
以
下

の
如
く
表
紙
左
に
二
種
貼
ら
れ
る
（
図
版
A
参
照
）
。

　
　
｝
條
禅
閤
藤
川
記

　
　
　
　
お
な
し
く
百
首

各
々
の
題
籏
の
寸
法
は
、
概
ね
、
1
8
×
1
・
9
㎝
。
表
紙
・
題
籏
と
も
原
装
か
と
思
は
れ
る
。

ま
た
題
籏
の
筆
跡
も
本
文
と
同
筆
と
見
て
良
い
か
。
内
題
は
、
『
藤
河
の
記
』
『
南
都
百
首
』
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と
も
に
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
薄
手
の
楮
斐
混
漉
。
蔵
書
印
は
存
し
な
い
。
一
面
1
5
行
書
。

和
歌
は
、
『
藤
河
の
記
』
が
二
行
書
、
『
南
都
百
首
』
が
一
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
は
、

『
藤
河
の
記
』
が
1
6
丁
、
『
南
都
百
首
』
が
8
丁
、
計
2
4
丁
。
『
藤
河
の
記
』
『
南
都
百
首
』

の
奥
書
は
各
々
以
下
の
通
り
（
図
版
D
・
E
参
照
）
。

　
［
藤
河
の
記
］

　
　
本
云

　
　
　
此
一
冊
者
後
成
恩
寺
禅
閤
於
関
藤
川

　
　
　
記
之
給
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
ア
リ

　
　
　
　
天
文
十
三
年
季
春
中
溝
日
　
　
桃
葉

　
　
（
六
行
分
空
白
）
」
1
6
丁
裏

　
［
南
都
百
首
］

　
　
右
百
首
一
条
禅
閤
詠
作
也
以
自
筆
之
本

　
　
書
写
詑
干
時
文
明
第
五
仲
秋
下
旬
候

　
　
（
二
行
分
空
白
）
」
2
4
丁
裏

書
写
時
期
は
、
『
筑
波
書
店
古
書
目
録
　
第
7
2
號
　
書
莚
』
が
鑑
定
す
る
如
く
、
幕
末
と
見

て
大
き
な
誤
り
は
な
か
ら
う
が
、
あ
る
い
は
、
若
干
そ
れ
よ
り
も
古
い
（
と
い
つ
て
も
化
政

期
ま
で
は
遡
る
ま
い
が
）
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
架
蔵
本
書
写
相
の
検
討

　
最
後
に
、
本
書
が
『
藤
河
の
記
』
と
『
南
都
百
首
』
を
合
写
し
て
ゐ
る
事
情
に
つ
い
て
、

少
し
く
私
見
を
述
べ
て
お
く
。

　
筆
者
の
管
見
に
入
つ
た
諸
本
に
お
い
て
、
『
藤
河
の
記
』
と
『
南
都
百
首
』
が
合
写
さ
れ

た
も
の
は
、
架
蔵
本
以
外
存
在
し
な
い
。
架
蔵
本
の
書
写
時
期
を
、
既
述
の
通
り
、
江
戸
最

末
期
乃
至
幕
末
と
す
る
と
、
自
然
な
連
想
と
し
て
、
群
書
類
従
所
収
の
転
写
・
合
写
と
想
像

し
た
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
込
み
は
成
り
立
た
な
い
。

　
『
南
都
百
首
』
の
諸
本
は
大
き
く
二
系
統
に
分
か
た
れ
る
こ
と
は
、
前
掲
拙
稿
で
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。
そ
の
分
類
基
準
を
以
下
に
示
す
と
、

　
ω
序
文
に
お
け
る
脱
落

　
　
第
一
類
：
の
り
の
し
の
門
を
は
心
さ
す
と
い
へ
と
も
は
な
香
の
つ
と
め
に
物
う
く
し
て

　
　
　
　
　
　
い
た
つ
ら
に
あ
か
し
く
ら
し
（
傍
線
引
用
者
）

　
　
第
二
類
：
法
の
師
の
門
を
は
こ
㌧
ろ
さ
せ
と
も
い
た
つ
ら
に
あ
か
し
く
ら
し

　
㈲
内
題
の
有
無

　
　
第
一
類
：
詠
百
首
和
歌
桑
門
覚
恵

　
　
第
二
類
：
ナ
シ

　
㈹
「
若
菜
」
題
の
歌
の
有
無

　
　
第
一
類
：
ア
リ

　
　
第
二
類
：
ナ
シ

　
翰
「
氷
室
」
と
「
泉
」
の
順
序

　
　
第
一
類
：
氷
室
↓
泉

　
　
第
二
類
：
泉
↓
氷
室

　
⑤
「
藤
（
第
二
類
作
藤
花
）
」
題
の
歌
の
注
記
の
有
無

　
　
第
一
類
：
閑
院
左
大
臣
南
円
堂
を
た
て
㌧
藤
氏
の
さ
か
へ
を
い
の
り
し
事
を
思
よ
せ
侍

　
　
第
二
類
：
ナ
シ

　
㈲
「
七
夕
」
題
の
歌
の
注
記
の
有
無

　
　
第
一
類
：
龍
門
の
布
さ
ら
す
山
ひ
め
の
事
を
い
へ
り

　
　
第
二
類
：
ナ
シ

の
六
点
に
統
括
出
来
る
。
群
書
類
従
本
は
第
一
類
に
属
し
、
架
蔵
本
は
第
二
類
に
属
す
る
。

従
つ
て
、
群
書
類
従
本
の
転
写
本
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
細
か
な
論
述
は
省
略
す
る
が
、

『
藤
河
の
記
』
に
お
い
て
も
同
様
に
、
群
書
類
従
本
の
転
写
本
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
要
す
る
に
、
架
蔵
本
は
『
藤
河
の
記
』
『
南
都
百
首
』
と
も
ど
も
、
群
書
類
従
本
の
転
写

本
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
両
書
が
合
写
さ
れ
た
事
情
は
、
よ
り
複
雑
か
つ
学
術
的

な
操
作
の
結
果
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
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【
図
版
A
】
表
紙



【
図
版
B
】
藤
河
の
記
・
冒
頭

　　、・．
　
噛
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

、
、
、
鯉
。
謬
藩
器
馨
愈
臨
．
鱗
繋
雌
、
、
麟
，
『
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
隔
繋

…
讐
灘
糠
灘
灘
発
慕
．
“



【
図
版
C
】
南
都
百
首
・
冒
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼
・
争
＼
薫
叢
響
》
，
、
－



【
図
版
D
】
藤
河
の
記
・
奥
書
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【
図
版
E
】
南
都
百
首
・
奥
書

臣

’
．
『
†

写

置
　
　
　
　
　
毛
　
r
・



公
事
根
源
諸
本
解
題
稿

◇
は
じ
め
に

　
兼
良
の
古
典
学
形
成
過
程
（
就
中
そ
の
初
学
期
に
お
け
る
そ
れ
）
を
考
へ
る
際
、
ま
づ

第
一
に
取
り
上
げ
る
べ
き
著
作
が
『
公
事
根
源
』
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
何
人
も
こ
れ
を
否

定
し
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
兼
良
2
0
代
に
お
け
る
処
女
作
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
年
中
行
事
に
関
す
る
兼
良
の
唯
一
の
体
系
的
な
著
作
で
あ
り
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
後
世
の
古
典
学
に
お
け
る
深
甚
な
る
影
響
、
近
世
に
お
け
る
古
活
字
版
を
嗜
矢
と
す
る

度
重
な
る
板
行
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
著
作
だ
か
ら
で
あ

る
。
に
も
か
か
は
ら
ず
、
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
諸
論
考
に
お
い
て
間
歌
的
に
引

用
は
さ
れ
る
も
の
の
、
小
論
の
筆
者
は
い
は
ず
も
が
な
、
ま
正
面
か
ら
こ
れ
を
論
じ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
は
皆
無
に
等
し
い
。
ま
た
、
『
公
事
根
源
』
に
比
較
的
踏
み
込
ん
で
触
れ
た
数
少
な
い

論
考
に
お
い
て
す
ら
、
『
公
事
根
源
』
そ
れ
自
身
の
成
立
過
程
な
り
伝
本
に
触
れ
る
も
の

は
、
残
念
な
が
ら
存
し
な
い
と
い
は
ざ
る
を
え
な
い
。

　
近
時
の
か
か
る
未
だ
し
き
研
究
状
況
を
招
来
し
た
原
因
の
｝
に
、
テ
キ
ス
ト
の
不
備
が

あ
ら
う
か
と
思
ふ
。
小
論
を
も
の
し
て
ゐ
る
今
現
在
（
二
〇
〇
〇
年
秋
）
、
『
公
事
根
源
』

を
活
字
本
で
入
手
し
よ
う
と
し
て
も
、
古
書
騨
で
瞳
は
な
い
限
り
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

比
較
的
入
手
が
容
易
で
あ
る
べ
き
新
訂
増
補
故
実
叢
書
本
・
概
公
事
根
源
新
釈
、
そ
の
い

づ
れ
も
が
絶
版
な
い
し
品
切
れ
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
。
ま
た
仮
に
そ
れ
ら
を
入
手
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
し
て
も
、
い
づ
れ
も
が
江
戸
期
の
注
釈
書
を
底
本
と
し
て
を
り
、
純
粋
な
『
公
事
根

源
』
の
テ
キ
ス
ト
と
は
い
へ
ず
、
必
ず
し
も
全
幅
の
信
頼
を
お
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　
小
論
の
筆
者
は
、
兼
良
研
究
を
志
し
た
そ
の
当
初
か
ら
、
細
々
と
な
が
ら
も
『
公
事
根

源
』
の
伝
本
調
査
を
続
け
て
来
た
が
、
調
査
を
始
め
て
か
ら
お
よ
そ
2
0
年
を
経
た
今
日
に

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

至
つ
て
も
な
ほ
、
所
在
が
確
認
さ
れ
た
伝
本
の
三
分
の
一
を
も
調
査
し
終
へ
て
ゐ
な
い
。

前
述
の
ご
と
き
研
究
状
況
を
鑑
み
、
今
こ
そ
『
公
事
根
源
』
の
よ
り
純
粋
か
つ
純
良
な
テ

キ
ス
ト
が
提
供
さ
れ
る
べ
き
時
機
だ
と
痛
感
し
た
の
で
、
集
中
的
に
『
公
事
根
源
』
の
伝

本
調
査
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
は
い
ふ
も
の
の
、
現
時
点
で
は
伝
本
総
体
を
把
握

し
え
て
ゐ
な
い
た
め
、
依
然
と
し
て
伝
本
の
系
統
論
に
ま
で
は
未
だ
考
へ
が
至
ら
ぬ
が
、

見
通
し
を
得
る
ま
で
の
中
間
報
告
と
し
て
、
比
較
的
詳
細
に
調
査
し
得
た
伝
本
の
書
誌
を

報
告
し
、
以
て
《
公
事
根
源
伝
本
書
目
》
の
礎
稿
た
ら
し
め
よ
う
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
。

副
題
の
よ
つ
て
来
た
る
所
以
は
、
し
か
く
察
せ
ら
れ
た
い
。

◇
公
事
根
源
の
構
成

　
多
数
の
異
版
が
通
行
し
て
ゐ
る
点
を
鑑
み
、
比
較
的
近
年
復
刊
さ
れ
た
関
根
正
直
『
慨

公
事
根
源
新
釈
』
を
事
実
上
の
流
布
本
と
仮
に
見
倣
し
、
同
本
（
以
下
「
基
準
本
」
ト
仮

称
ス
）
に
よ
つ
て
『
公
事
根
源
』
の
構
成
を
以
下
に
掲
げ
て
み
る
。
通
番
号
を
私
に
付
し

た
。

　
正
月

1
四
方
拝
　
2
供
御
薬
　
3
御
節
供
　
4
朝
賀
　
5
小
朝
拝
　
6
元
日
節
会
　
7
内

侍
所
御
供
　
8
供
若
水
　
9
供
若
菜
　
m
子
日
遊
　
n
御
杖
　
1
2
二
宮
大
饗
　
1
3
朝

観
行
幸
　
1
4
臨
時
客
　
1
5
視
告
朔
　
1
6
御
国
忌
　
1
7
叙
位
　
1
8
白
馬
節
会
　
1
9
御
斎

会
　
2
0
真
言
院
御
修
法
　
2
1
太
元
帥
法
　
2
2
女
叙
位
　
2
3
給
女
王
禄
　
2
4
県
召
除
目

　
2
5
御
斎
会
内
論
義
　
　
2
6
献
御
粥
　
2
7
御
薪
　
2
8
踏
歌
節
会
　
2
9
射
礼
　
3
0
賭
弓

　
3
1
仁
寿
殿
観
音
供
　
3
2
内
宴
　
3
3
国
忌
　
3
4
神
祇
官
献
御
賦
物
　
3
5
外
記
政
始

36

書
奏
　
3
7
七
瀬
御
祓
　
3
8
火
災
御
祭
　
3
9
代
厄
御
祭

　
二
月

1
釈
與
　
2
春
日
祭
　
3
率
川
祭
　
4
園
並
韓
神
祭
　
5
大
原
野
祭
　
6
祈
年
祭

7
列
見
　
8
北
野
御
忌
日
　
9
祈
年
穀
奉
幣
　
1
0
臨
時
仁
王
会
　
n
位
禄
定
　
1
2
季

御
読
経

　
三
月

1
御
灯
　
2
曲
水
宴
　
3
薬
師
寺
最
勝
会
　
4
石
清
水
臨
時
祭
　
5
鎮
花
祭
　
6
京

官
除
目
　
7
東
大
寺
授
戒
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四
月

　
1
告
朔
・
斎
院
御
繰
　
2
更
衣
　
3
孟
夏
旬
　
4
貢
氷
　
5
大
神
祭
　
6
稲
荷
祭

　
7
山
科
祭
　
8
平
野
祭
　
9
松
尾
祭
　
1
0
杜
本
祭
　
1
1
当
麻
祭
　
1
2
当
宗
祭
　
1
3
梅

　
宮
祭
　
1
4
広
瀬
滝
田
祭
　
1
5
擬
階
奏
　
1
6
灌
仏
　
1
7
伊
勢
神
衣
祭
　
1
8
日
吉
祭
　
1
9

　
賀
茂
国
祭
　
2
0
関
白
賀
茂
詣
　
2
1
賀
茂
祭
　
2
2
中
山
祭
　
2
3
吉
田
祭
　
2
4
駒
牽
　
2
5

　
新
日
吉
祭
　
2
6
三
枝
祭

　
　
五
月

　
1
献
菖
蒲
　
2
五
日
節
会
　
3
端
午
節
　
4
左
右
近
馬
場
騎
射
　
5
紫
野
今
宮
祭

　
6
有
無
日
　
7
最
勝
講
　
8
賑
給
　
9
着
鉄
政

　
　
六
月

　
1
御
順
物
　
2
供
忌
火
御
飯
　
3
供
醗
酒
　
4
延
暦
寺
六
月
会
　
5
御
礼
御
卜
奏

　
6
月
次
祭
　
7
神
今
食
　
8
供
解
斎
御
粥
　
9
祇
園
御
霊
会
　
1
0
祇
園
臨
時
祭
　
1
1

　
節
折
　
1
2
大
祓
　
1
3
鎮
火
祭
　
1
4
道
饗
祭
　
1
5
施
米
　
1
6
雷
鳴
陣

　
　
七
月

　
1
広
瀬
滝
田
祭
　
2
七
日
御
節
供
　
3
乞
巧
彙
　
4
文
珠
会
　
5
孟
蘭
盆
　
6
相
撲

　
7
　
祈
年
穀
奉
幣
　
8
仁
王
会

　
　
八
月

　
1
八
朔
風
俗
　
2
釈
葵
　
3
北
野
祭
　
4
定
考
　
5
石
清
水
放
生
会
　
6
駒
牽
　
7

　
季
御
読
経

　
　
九
月

　
1
御
灯
　
2
不
堪
田
奏
　
3
重
陽
宴
　
4
例
幣
　
5
撰
虫

　
　
十
月

　
1
旬
・
朔
日
　
2
家
子
餅
　
3
射
場
始
　
4
残
菊
宴
　
5
興
福
寺
法
華
会
　
6
維
摩

　
会
　
7
大
根
申
文
　
8
初
雪
見
参

十
一
月

　
1
御
贈
物
　
2
供
忌
火
御
飯
　
3
御
暦
奏
　
4
朔
旦
冬
至
　
5
相
嘗
祭
　
6
宗
像
祭

　
　
7
山
科
祭
　
8
平
野
祭
　
9
春
日
祭
　
1
0
杜
本
祭
　
1
1
当
麻
祭
　
⑫
率
川
祭
　
1
3

梅
宮
祭
　
1
4
当
宗
祭
　
1
5
中
山
祭
　
1
6
松
尾
祭
　
1
7
大
原
野
祭
　
1
8
園
並
韓
神
祭

19

節
　
2
0
鎮
魂
祭
　
2
1
新
嘗
祭
　
2
2
豊
明
節
会
　
2
3
吉
田
祭
　
2
4
日
吉
祭
　
2
5
日

吉
臨
時
祭
　
2
6
賀
茂
　
　
臨
時
祭

　
十
二
月

1
供
忌
火
御
飯
　
2
大
神
祭
　
3
国
忌
　
4
御
体
御
卜
奏
　
5
月
次
祭
・
神
今
食

6
御
仏
名
　
7
御
髪
上
　
8
立
土
牛
童
子
像
　
9
荷
前
　
1
0
着
鉄
政
　
n
内
侍
所
御

神
楽
　
1
2
追
灘

　
◇
伝
本
書
誌

1
静
嘉
堂
文
庫
蔵
A
本
〔
五
三
六
・
二
〇
・
二
四
六
三
三
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
9
×
2
0
・
5
㎝
。
黄
土
色
地
横
縞
刷
文
様
の
表
紙
。
表
紙
中
央
に
題

　
籏
が
貼
ら
れ
「
公
事
根
元
慶
安
写
本
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
別
筆
、
後
の
も

　
の
）
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
斐
混
漉
。
巻
首
に
三
穎
蔵
書
印
が
捺
さ

　
れ
る
。
「
静
嘉
堂
文
庫
」
（
長
方
朱
印
、
子
持
枠
）
「
松
井
／
蔵
書
」
（
縦
長
円
朱
印
）

　
「
〔
印
文
不
明
〕
」
（
涙
型
墨
印
、
陰
刻
）
。
1
面
1
4
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
五
七

　
丁
。
全
巻
に
わ
た
つ
て
朱
　
引
が
存
す
る
。
巻
末
に
本
文
と
同
筆
で
「
慶
安
四
年
武

　
州
桜
田
庄
ニ
テ
写
阜
」
と
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
折
（
一
六
五
一
年
）
の
書
写
と
見
て

　
良
い
。
全
巻
に
わ
た
つ
て
、
墨
筆
・
朱
筆
に
て
ま
ま
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
る
。

　
1
2
月
の
記
事
中
に
基
準
本
に
見
え
な
い
以
下
の
二
項
の
記
事
が
、
1
1
内
侍
所
御
神
楽

　
と
1
2
追
灘
と
の
間
に
あ
る
。

　
　
1
2
1
1
1
a
　
御
蹟
物
　
光
日
／
六
月
に
お
な
し

　
　
1
2
－
1
1
b
　
大
祓
　
同
日
／
是
も
六
月
に
同
し

2
静
嘉
堂
文
庫
蔵
B
本
〔
七
八
・
五
八
・
一
二
九
七
八
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
9
・
3
×
2
0
・
5
㎝
。
茶
無
地
の
後
補
表
紙
。
表
紙
左
に
題
籏
が
貼

　
ら
れ
「
公
事
根
元
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵

　
書
印
が
巻
首
に
四
穎
巻
尾
に
一
穎
捺
さ
れ
る
。
巻
首
に
「
宮
岳
本
」
（
長
方
朱
印
）
「
宮

　
島
／
文
庫
」
（
方
朱
印
）
「
静
嘉
堂
文
庫
」
（
長
方
朱
印
、
子
持
枠
）
「
〔
印
文
墨
ニ
テ
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抹
消
〕
」
（
長
方
印
）
、
巻
尾
に
「
「
宮
島
／
文
庫
」
（
方
朱
印
）
。
東
京
本
所
二
葉
町
・

　
大
通
丸
薬
舗
〔
源
泉
堂
〕
主
人
宮
島
藤
吉
（
～
一
九
〇
九
）
旧
蔵
（
静
嘉
堂
文
庫
編

　
『
静
嘉
堂
文
庫
の
古
典
籍
　
第
三
回
日
本
の
貴
重
書
』
〔
平
1
0
・
1
2
〕
坤
頁
参
看
）
。

　
1
面
1
1
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
七
四
丁
。
全
巻
に
わ
た
つ
て
、
墨
筆
（
本
文
と

　
同
筆
か
）
で
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
る
。
奥
書
・
識
語
は
存
し
な
い
。
江
戸
初
期
写
。

　
1
2
－
n
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。

3
蓬
左
文
庫
蔵
本
二
〇
一
・
二
〕

　
本
書
に
関
し
て
は
、
既
に
『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
善
本
解
題
図
録
　
第
｝
集
』
（
昭

　
5
5
・
8
）
1
5
～
1
6
頁
に
、
図
版
と
共
に
書
誌
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
回
、
原
本
を

　
直
接
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
以
下
、
筆
者
の
調
査
に
基
づ
く
書
誌
デ
ー
タ

　
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
袋
綴
装
2
冊
。
2
8
・
3
×
2
2
・
3
㎝
。
茶
無
地
の
表
紙
（
後
補
か
）
。
表
紙
左
に
「
年

　
中
行
事
共
二
乾
（
坤
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
別
筆
）
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本

　
文
料
紙
は
楮
紙
。
乾
坤
冊
共
に
巻
首
に
蔵
書
印
二
穎
が
捺
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
御
／

　
本
」
（
方
朱
印
）
「
尾
家
／
文
庫
／
図
書
」
（
方
朱
印
）
。
前
者
の
蔵
書
印
よ
り
、
駿
河

　
御
譲
本
と
知
ら
れ
る
。
1
面
1
0
行
。
遊
紙
は
乾
坤
冊
と
も
に
存
せ
ず
、
墨
付
は
乾
冊

　
六
九
丁
坤
冊
三
一
丁
。
乾
冊
は
一
月
か
ら
六
月
ま
で
。
ご
く
稀
に
墨
筆
で
振
り
仮
名

　
が
施
さ
れ
る
（
同
筆
か
）
。
乾
冊
前
表
紙
見
返
し
中
央
に
貼
紙
が
あ
り
、
本
文
と
は

　
　
　
　
　
あ
ボ
サ
　
　
　
　

　
別
筆
で
「
・
年
中
行
事
／
二
冊
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
乾
冊
末
尾
に
本
文
と
同
筆
で
「
応

　
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜
／
内
大
臣
／
備
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
」
と
奥
書
が
あ

　
る
。
上
巻
末
尾
に
奥
書
が
記
さ
れ
る
の
が
本
書
の
一
特
徴
で
あ
る
。
室
町
末
期
写
。

　
1
2
－
n
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
項
目
名
の
冒
頭
に
朱
で
△
が
付
さ
れ
る
。

4
尊
経
閣
文
庫
蔵
A
本
〔
七
・
二
四
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
1
4
×
1
9
・
3
㎝
（
横
本
）
。
薄
灰
紺
色
無
地
の
表
紙
。
表
紙
左
に
「
公

　
事
根
元
鉛
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
別
筆
）
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は

　
楮
紙
。
巻
頭
に
蔵
書
印
一
穎
が
捺
さ
れ
る
。
即
ち
「
前
田
氏
／
尊
経
閣
／
図
書
記
」

　
（
方
朱
印
）
。
1
面
1
5
行
。
遊
紙
は
巻
首
・
巻
尾
に
各
1
丁
。
墨
付
一
一
四
丁
。
本

　
書
の
特
徴
は
、
巻
首
に
目
録
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
目
録
は
、
他
本

　
に
も
ま
ま
同
体
裁
で
ま
ま
見
ら
れ
る
の
で
、
あ
る
種
の
系
統
の
祖
本
に
お
い
て
作
成

　
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
目
録
に
の
み
本
文
と
同
筆
で
、
墨
・
朱
に
よ
る
補
入
・
ミ

　
セ
ケ
チ
・
韻
注
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
江
戸
中
期
写
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。

5
尊
経
閣
文
庫
蔵
B
本
〔
七
・
一
七
九
・
金
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
3
0
×
2
1
・
3
㎝
。
薄
灰
青
色
無
地
の
表
紙
。
表
紙
左
に
「
公
事
根
源
」

　
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
別
筆
）
。
こ
の
外
題
周
辺
を
仔
細
に
見
る
に
、
題
籏
が
剥

　
脱
し
た
跡
が
微
か
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
こ
の
外
題
は
後
補
で
あ
る
と

　
断
じ
て
良
か
ら
う
。
内
題
は
目
録
部
首
部
に
「
公
事
根
源
」
。
本
文
料
紙
は
楮
斐
混

　
漉
。
蔵
書
印
は
目
録
首
部
に
二
穎
捺
さ
れ
る
。
即
ち
「
学
」
（
円
朱
印
）
「
石
川
県
勧

　
／
林
図
書
館
／
図
書
室
印
」
（
長
方
朱
印
）
。
ま
た
本
文
首
部
に
も
一
穎
後
者
の
蔵
書

　
印
が
捺
さ
れ
る
。
1
面
1
0
行
。
遊
紙
は
巻
首
・
巻
尾
に
各
1
丁
。
墨
付
｝
二
一
丁
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
④
尊
経
閣
A
本
と
同
じ
く
、
目
録
を
有
す
る
点
に
あ
る
。
ま
た
目

　
録
の
体
裁
も
酷
似
す
る
の
で
、
兄
弟
関
係
を
想
定
で
き
な
く
も
な
い
が
、
本
書
に
は

　
本
文
中
に
詳
細
な
振
り
仮
名
（
同
筆
）
を
持
ち
、
尊
経
閣
A
本
に
は
こ
の
振
り
仮
名

　
が
皆
無
で
あ
る
点
、
本
書
に
は
内
題
と
し
て
目
録
題
が
あ
る
が
、
尊
経
閣
A
本
に
は

　
こ
れ
が
な
い
な
ど
、
兄
弟
本
と
断
ず
る
に
躊
躇
さ
れ
る
点
も
あ
り
、
こ
れ
ら
二
本
の

　
関
係
を
即
断
し
に
く
い
。
江
戸
初
期
写
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。

6
内
閣
文
庫
蔵
A
本
2
四
五
・
五
八
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
×
1
9
・
7
㎝
。
表
紙
は
茶
地
に
朱
の
輪
繋
花
刷
文
様
。
表
紙
左
に

　
「
公
事
根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
同
筆
か
）
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料

　
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
は
、
表
紙
左
上
及
び
巻
尾
に
「
昌
平
坂
／
学
問
所
」
（
長
方
墨

　
印
）
、
前
表
紙
見
返
中
央
貼
紙
及
び
巻
首
に
「
日
本
／
政
府
／
図
書
」
（
方
朱
印
）
、

　
巻
首
に
「
林
氏
／
蔵
書
」
（
方
朱
印
）
「
江
雲
清
樹
」
（
長
方
朱
印
）
「
秘
閣
／
図
書
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ド

　
之
章
」
（
二
種
ア
リ
、
方
朱
印
）
「
二
字
不
読
〕
学
／
蔵
書
」
（
方
朱
印
）
。
1
面
1
3

　
行
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
六
〇
丁
。
巻
末
に
本
文
と
は
別
筆
と
覚
し
き
手
で
「
応

　
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜
／
内
大
臣
／
偏
為
嬰
児
也
有
揮
』
右
の
本
ハ
後
成
因
心
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寺
の
殿
下
い
ま
た
う
ち
の
お
と
＼
と
申
侍
り
け
る
比
／
し
る
し
を
か
せ
給
ぬ
あ
ま
ね

　
く
世
に
流
布
せ
さ
る
に
や
此
本
／
う
ち
の
卿
内
へ
め
さ
る
㌧
由
申
さ
れ
し
を
か
た
時

　
の
程
と
て
か
り
み
た
／
り
の
筆
を
も
て
文
亀
三
の
と
し
末
の
秋
中
の
十
日
に
う
つ
し

　
／
侍
り
ぬ
彼
本
に
せ
か
き
に
う
つ
し
た
る
本
な
れ
は
筆
の
跡
た
し
／
か
な
ら
す
か
た

　
の
や
う
に
う
つ
し
と
㌧
め
ぬ
の
ち
に
せ
う
本
に
て
よ
／
み
あ
は
す
へ
き
者
也
／
ま
し

　
は
り
は
か
る
お
ほ
き
三
の
く
ら
ゐ
藤
基
春
」
と
奥
書
が
あ
る
。
林
羅
山
（
一
五
八
三

　
～
一
六
五
七
）
旧
蔵
。
江
戸
初
期
写
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。

7
内
閣
文
庫
蔵
B
本
〔
一
四
五
・
五
三
〕

　
袋
綴
装
2
冊
。
2
4
×
1
6
・
8
㎝
。
表
紙
は
紺
無
地
。
表
紙
左
に
題
籏
（
紺
地
絹
布
）

　
が
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
　
本
（
末
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
別
筆
）
。
内
題
は
存

　
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
は
巻
首
に
四
穎
捺
さ
れ
る
（
両
冊
共
）
。
「
書

　
籍
／
館
印
」
（
方
朱
印
）
「
日
本
／
政
府
／
図
書
」
（
方
朱
印
）
「
和
学
講
談
所
」
（
長

　
方
朱
印
、
双
郭
）
「
浅
草
文
庫
」
（
長
方
朱
印
、
双
郭
）
。
1
面
1
1
行
。
遊
紙
は
な
く
、

　
墨
付
の
み
本
冊
六
四
丁
末
冊
四
六
丁
。
全
巻
に
わ
た
つ
て
、
朱
・
墨
で
書
入
れ
が
存

　
す
る
（
本
文
と
同
筆
か
）
。
本
奥
書
と
覚
し
き
も
の
が
巻
末
に
以
下
の
や
う
に
あ
る
。

　
「
兼
如
本
／
朱
ヲ
以
テ
引
ケ
ル
点
ハ
以
前
本
二
在
之
幽
斎
／
御
本
二
無
之
隻
二
引
也

　
同
事
ナ
ル
ヲ
ハ
一
切
点
ヲ
／
不
引
幽
斎
御
本
ハ
菊
亭
殿
中
院
殿
江
／
読
合
ニ
テ
ノ
御

　
シ
ラ
ヘ
ノ
本
也
句
キ
リ
朱
引
ハ
』
幽
斎
御
本
ヲ
写
者
也
／
（
一
行
分
空
白
）
／
後
成

　
恩
寺
関
白
兼
良
公
作
也
／
（
三
行
分
空
白
）
／
右
根
源
抄
依
柳
営
御
所
望
後
成
恩
寺

　
／
関
白
兼
良
公
干
時
生
年
十
九
歳
不
披
見
／
一
紙
之
所
被
書
進
云
・
」
。
江
戸
中
期

　
写
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。

8
東
京
教
育
大
学
（
筑
波
大
学
）
附
属
図
書
館
蔵
本
〔
ム
・
二
一
五
・
七
〇
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
9
×
2
0
・
5
㎝
。
丁
子
引
横
縞
文
様
の
表
紙
。
表
紙
左
に
外
題
が
「

　
ぼ
　
　
　

　
公
事
根
源
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印

　
が
巻
首
に
二
穎
捺
さ
れ
る
。
「
東
京
師
／
範
学
校
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
）
、
「
〔
印
文

　
不
明
〕
」
（
円
朱
印
）
。
首
部
に
遊
紙
1
丁
が
置
か
れ
、
墨
付
は
五
二
丁
。
奥
書
・
識

　
語
が
以
下
の
や
う
に
存
す
る
。

応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

備
為
嬰
児
也
外
見
有
凱
大
臣
｝

　
　
　
　
　
（
マ
マ
V
　
　
　
御

右
根
源
抄
依

（
朱
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
営
所
望
後
成
恩
寺
関
白
様
娘
松
子
時
生
年

　
　
不
披
見
一
番
之
所
見
被
書
進
之
訴
奇
特
神
妙
也

　
　
此
本
式
仁
所
持
也
間
借
用
雇
山
井
安
藝
守
大
神

　
　
景
範
筆
令
書
写
旱
不
可
有
他
見
者
也

　
　
　
干
時
享
禄
三
年
仲
秋
上
幹

　
　
　
　
　
　
従
四
位
上
行
近
権
少
将
兼
内
蔵
頭
臣
藤
原
朝
臣
（
印
文
摸
写
匪
言

　
　
　
　
　
　
継
）
（
花
押
）
」
5
2
ウ

　
。
応
永
廿
九
年
兼
良
公
廿
一
才
干
時
内
大
臣
正
二
位
左
近
衛
大
将
。
柳
営
義
政
公

　
　
応
永
廿
九
年
征
夷
大
将
軍
従
一
位
前
内
大
臣
　
・
山
井
安
藝
守
大
神
景
範
未
考

　
　
禁
裏
御
楽
人
　
。
式
仁
在
仁
誤
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
キ

　
。
従
四
位
上
右
近
衛
権
中
将
兼
内
蔵
頭
藤
原
言
継
　
山
科
家
従
二
位
中
納
言
言
綱

　
　
男

　
。
自
応
永
廿
九
年
三
百
六
十
一
年
自
享
禄
三
年
二
百
五
十
二
年

　
　
　
天
明
元
年
丑
十
一
月
　
　
　
秘
書
監
　
河
村
秀
穎
考

識
語
に
あ
る
通
り
、
天
明
元
年
河
村
秀
穎
の
書
写
と
見
て
良
い
だ
ら
う
。
1
2
1
n
a

・
1
2
1
n
b
あ
り
。

9
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
北
岡
文
庫
（
永
青
文
庫
）
蔵
本
コ
〇
七
・
三
六
・
二
〕

　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
〔
N
二
五
八
八
〕
に
よ
る
調
査
。
原
本
未
調
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
表
紙
左
に
題
簸
が
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題

　
は
存
し
な
い
。
目
録
あ
り
。
1
面
1
1
行
。
七
月
「
仁
王
会
」
ま
で
の
零
本
。
墨
付
六

　
八
丁
。
巻
末
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
此
抄
以
吉
田
二
品
兼
右
卿
本
書
写
之
処

　
　
　
筆
跡
狼
籍
之
間
更
借
也
足
軒
之
手

　
　
　
写
之
同
加
仮
名
其
後
受
右
相
府
菊
亭
殿
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御
説
可
為
讃
本
耳

　
　
　
　
文
禄
第
四
暦
仲
秋
上
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
印
玄
旨
（
花
押
）

　
こ
の
奥
書
は
花
押
か
ら
推
す
に
幽
斎
筆
か
と
思
は
れ
る
が
、
本
文
は
明
ら
か
に
こ
れ

　
と
は
別
筆
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。

10

田
市
立
図
書
館
藤
慶
文
庫
蔵
本
〔
歴
地
・
二
五
一
〕

　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〔
九
四
・
七
・
こ
に
よ
る
調
査
。
原

　
本
未
調
。

　
袋
綴
装
2
冊
。
表
紙
左
に
題
籏
が
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
源
　
上
春
（
下
〔
夏
／
秋
／

　
冬
〕
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
三
穎
捺
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ

　
「
藤
瞳
」
（
六
角
印
）
「
藤
本
」
（
方
印
）
「
橿
本
蔵
」
（
長
方
印
）
。
1
面
8
行
。
巻
末

　
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
畢

　
　
　
　
　
偏
二
為
嬰
児
也
外
見
有
偉
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
　
（
一
行
空
白
）

　
　
　
写
本
を
借
得
て
写
本
す
る
所
□
□
□
又
□
□

　
　
　
正
書
を
尋
求
朱
を
以
改
正
す
　
　
藤
は
ら
保
右
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
成
恩
寺
関
白
兼
良
公
作
也

　
　
　
　
　
ノ
ゑ
ぜ

　
　
　
右
根
元
抄
依
柳
営
御
所
望
後
成
恩
寺
関

　
　
　
白
仔
鳩
抽
歳
本
披
見
一
紙
之
書
被
書
進
之

　
　
　
（
一
行
空
白
）

　
　
　
　
　
兼
如
本
　
心
前
本
　
幽
斎
本

　
　
　
　
　
　
　
　
幽
斎
本
ハ
菊
亭
殿
中
院
殿
江
談
合
ニ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
御
シ
ラ
ヘ
ノ
本
也
く
き
り
朱
引
幽
斎
本
ヨ
リ
写
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
ナ
リ

　
ー
2
i
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。

11

杵
市
立
図
書
館
蔵
本
〔
四
門
歴
日
五
五
号
〕

　
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〔
二
五
八
・
二
八
八
・
四
〕
に
よ
る
調

　
査
。
原
本
未
調
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
表
紙
中
央
に
題
籏
が
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
元
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内

　
題
は
存
し
な
い
。
巻
頭
よ
り
「
悠
紀
御
殿
…
…
文
明
十
年
二
月
日
」
と
『
代
始
和
抄
』

　
が
あ
り
、
そ
の
次
に
『
公
事
根
源
』
が
置
か
れ
、
最
後
に
大
内
裏
諸
殿
舎
に
関
す
る

　
考
証
・
天
皇
家
系
図
等
を
付
す
。
巻
末
に
「
享
和
二
年
秋
八
月
　
弥
左
衛
門
尉
秋
田

　
保
徴
」
と
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
折
の
書
写
か
。
1
2
1
n
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。

12

山
御
文
庫
蔵
本
〔
一
四
四
・
二
一
〕

　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
紙
焼
本
に
よ
る
調
査
。
原
本
未
調
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
表
紙
に
薄
紙
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
左
上
に
「
一
四
四
／
一
二
、
」
と

　
墨
書
さ
れ
る
。
本
来
の
外
題
は
そ
の
薄
紙
に
透
け
て
見
え
、
表
紙
中
央
や
や
右
寄
り

　
に
「
公
事
根
源
上
下
合
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
1
面
1
2
行
。
巻

　
頭
に
、
経
嗣
・
兼
良
・
良
基
の
著
作
目
録
が
掲
出
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
書
誌
事
項

　
を
含
む
と
覚
し
い
の
で
、
以
下
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
成
恩
寺
殿
御
作

　
　
　
相
国
寺
大
塔
供
養
和
字
記
一
冊
　
　
北
山
女
院
入
内
和
字
記
一
冊

　
　
　
北
山
行
幸
和
字
記
上
下
二
冊
　
　
　
御
喫
大
嘗
和
字
記
一
冊

　
　
　
（
一
行
分
空
白
）

　
　
　
　
　
　
　
後
成
恩
寺
殿
御
作

　
　
　
公
事
根
源
抄
上
下
　
　
　
　
　
　
　
重
編
職
源
一
冊

　
　
　
令
抄
十
款
一
冊
奥
欠
　
　
　
　
　
　
江
次
第
抄
十
敦
巻
奥
欠

　
　
　
御
譲
位
御
即
位
御
襖
大
嘗
会
和
字
抄
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
ヱ

　
　
　
日
本
書
紀
纂
疎
三
冊
　
　
　
　
　
　
元
亨
釈
書
註
・
巻

　
　
　
勧
修
念
仏
記
一
冊

　
　
　
樵
談
治
要
｝
巻
　
　
　
　
　
　
文
明
｝
統
記
｝
巻

　
　
　
伊
勢
物
語
愚
見
抄
上
下
　
　
　
　
　
源
氏
物
語
年
立
一
冊
」

　
　
　
花
鳥
余
情
十
五
冊
　
　
　
　
　
　
　
連
珠
合
壁
集
上
下
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連
歌
新
式
今
案
追
加
一
冊

歌
林
良
材
集
上
下

四
書
童
子
訓
二
冊
大
学

関
藤
河
記
一
冊

雲
井
の
春
一
冊

除
官
雑
例
一
冊

（
一
行
分
空
白
）

　
　
　
　
　
　
後
普
光
園
摂
政
御
作

　
　
百
寮
訓
要
妙
一
冊

　
　
小
嶋
の
す
さ
み
一
冊

　
　
応
安
諒
闇
和
字
記
一
冊

　
　
白
鷹
記
一
冊

　
　
愚
問
顕
註
一
冊

　
　
近
来
風
躰
一
冊

　
　
さ
よ
の
ね
覚
一
冊
　
＊

墨
付
六
十
丁
。

古
今
和
歌
集
秘
抄
一
冊

源
語
秘
決
一
冊

源
氏
物
語
和
字
抄
六
冊

筆
の
す
さ
み
一
冊

東
斎
随
筆
一
冊

榊
葉
日
記
一
冊

　
　
　
　
　
　
ホ

貞
治
御
鞠
和
字
記

思
の
ま
＼
の
日
記
一
冊

魚
鳥
平
家
一
冊

連
歌
式
目
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
き
ぬ
か
つ
き
と
号
す
」
ト
注
記
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
巻
末
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
故
禅
閤
御
抄
也
本
為
上
下
二
冊
今

　
　
　
　
　
　
　
為
一
冊
可
秘
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
膜
隠
里
冬
良

　
　
　
（
五
行
分
空
白
）

　
　
　
　
　
　
　
迫
遙
院
以
本
写
之
旱

　
　
　
天
文
二
年
十
一
月
廿
日

　
1
2
－
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。

13

内
庁
書
陵
部
蔵
A
本
〔
五
〇
九
・
四
四
〕

　
貴
重
本
扱
ひ
故
原
本
調
査
不
可
。
以
下
は
、
写
真
版
及
び
書
陵
部
蔵
紙
焼
本

　
九
三
七
〕
記
載
事
項
よ
り
判
明
す
る
こ
と
の
み
を
記
述
す
る
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
5
・
4
×
2
1
・
2
㎝
（
写
真
版
所
掲
ス
ケ
ー
ル
よ
り
算
定
）
。

〔
史
・

表
紙

は
渋
引
き
。
表
紙
左
に
題
籏
が
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
　
全
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文

と
別
筆
）
。
内
題
は
存
し
な
い
。
蔵
書
印
は
巻
首
に
四
穎
捺
さ
れ
る
。
「
秘
閣
／
図
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ロ

／
之
章
」
「
図
書
／
寮
印
」
「
宮
内
省
／
図
書
印
」
「
□
翼
／
図
書
印
」
。
墨
付
五
七
丁
。

全
巻
に
わ
た
つ
て
墨
筆
で
書
入
れ
が
存
す
る
（
本
文
と
同
筆
か
）
。
た
だ
し
、
書
陵

部
蔵
紙
焼
本
の
注
記
に
よ
る
と
、
以
下
の
三
箇
所
の
み
朱
筆
と
の
由
。
即
ち
、
石
清

水
臨
時
祭
条
「
天
暦
五
年
」
の
右
傍
「
慶
印
本
為
是
」
左
傍
「
・
」
、
節
折
光
日
条

「
と
も
し
き
」
の
「
き
」
の
右
傍
「
て
一
本
」
。
巻
末
に
以
下
の
二
種
類
の
奥
書
が

存
す
る
。

　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
　
　
（
二
行
分
空
白
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

　
　
　
　
　
　
右
奥
・
以
他
本
注
之
雛
令
校
合
猶
誤
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
鳥
焉
之
字
等
□
□
之
追
而
可
改
正
而
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
護
□
（
花
押
）

　
④
⑧
は
筆
跡
が
異
な
り
、
か
つ
、
本
文
と
も
筆
が
異
な
る
が
、

　
写
か
と
思
は
れ
る
。
書
陵
部
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
室
町
末
期
写
。

　
b
あ
り
。

14

内
庁
書
陵
部
蔵
B
本
〔
一
七
五
・
四
七
五
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
3
×
1
9
・
8
㎝
。

　
で
「
公
事
根
源
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。

　
書
印
が
巻
首
に
二
穎
、
巻
尾
に
一
穎
捺
さ
れ
る
。
巻
首
に

　
（
方
朱
印
）
「
図
書
／
寮
印
」
（
方
朱
印
）
、
巻
尾
に

　
に
花
押
が
書
か
れ
る
）
。
1
面
n
行
。
遊
紙
は
な
く
、

　
つ
て
、
墨
筆
・
朱
筆
（
本
文
と
同
筆
か
）

　
尾
に
朱
筆
で
、
以
下
の
本
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
上
巻
云

｝④｝③　
い
づ
れ
も
書
本
の
摸

　
2
1
1
a
の
2
－
1

　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
f
⊥

丁
子
引
の
格
子
刷
文
様
。
表
紙
左
に
打
付
書

　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵

　
　
　
　
　
　
　
「
諸
陵
／
寮
図
／
書
記
」

　
　
　
　
　
「
奎
／
□
」
（
円
墨
印
、
こ
の
上

　
　
　
　
　
　
墨
付
七
六
丁
。
全
巻
に
わ
た

　
で
書
入
れ
が
存
す
る
。
六
月
の
記
事
の
末
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応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
早

内
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
　
　
下
巻

　
ま
た
、
巻
尾
に
、

　
　
パ
　
レ

　
　
　
ム
故
禅
閤
御
抄
也
本
為
上
下

　
　
　
　
二
冊
今
為
一
冊
可
秘
く

　
　
　
　
　
　
　
桃
膜
陰
隻
冬
良

　
江
戸
中
期
写
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。

15

内
庁
書
陵
部
蔵
C
本
〔
五
〇
二
・
九
一
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
6
×
2
0
・
8
㎝
。
薄
茶
無
地
の
表
紙
。
表
紙
左
に
打
付
書
で
「
公

　
事
根
源
抄
　
全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書

　
印
が
巻
首
に
一
穎
捺
さ
れ
、
「
葉
室
／
図
書
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
8
行
。
遊

　
紙
が
首
部
に
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
一
〇
八
丁
。
全
巻
に
わ
た
つ
て
、
墨
筆
・
朱
筆

　
（
本
文
と
同
筆
か
）
で
書
入
れ
が
存
す
る
。
巻
末
に
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。

　
　
④
　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
　
内
大
臣

　
　
③
一
本
奥
書

　
　
　
　
右
の
本
は
後
成
恩
寺
の
殿
下
い
ま
た
う
ち
の
お
と
㌧
と
申
侍
り

　
　
　
け
る
此
し
る
し
を
か
せ
給
ぬ
あ
ま
ね
く
世
に
流
布
せ
さ
る
に
や

　
　
　
　
此
本
う
ち
の
御
内
へ
め
さ
る
＼
よ
し
申
さ
れ
し
を
か
た
時
の
程

　
　
　
　
と
て
か
り
み
た
り
の
筆
を
も
て
文
亀
三
の
と
し
末
の
秋
中
の

　
　
　
　
十
日
う
つ
し
侍
り
ぬ
彼
本
よ
せ
書
に
写
し
た
る
本
な
れ
は
筆
の

　
　
　
　
あ
と
た
し
か
な
ら
す
か
た
の
や
う
に
う
つ
し
と
め
ぬ
後
に
正
本

　
　
　
　
い
た
く
よ
み
あ
は
す
へ
き
も
の
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
は
り
は
か
る
お
ほ
き
み
の
位
藤
基
春
」

　
　
◎
環
翠
軒
宗
尤
自
筆
本
奥
書
二
日
ま
し
は
て
あ
そ
は
し
候
本
也

　
　
◎
故
禅
閤
御
抄
也
本
為
上
下
二
冊
今
為
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ
　
ワ
ロ
ぞ
ニ

　
　
ー
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
膜
陰
侯
　
冬
良

　
　
　
⑪
這
一
冊
借
請
今
出
河
右
幕
下
公
規
卿

　
　
　
本
予
染
翰
於
燈
下
遂
校
合
畢

　
　
ー
⑱
或
本
奥
書
云

　
　
　
　
　
　
右
先
年
　
白
后
御
自
筆
片
仮
名
本
錐
以
之
書
写
誤
落
字
等
多
之

　
　
　
　
循
今
又
申
出
　
上
皇
御
本
令
読
合
数
ヶ
書
加
之
猶
干
後
は
以
和
字

　
　
　
　
可
書
之
改
者
也

　
　
　
　
　
干
時
壬
午
夷
則
下
幹
日
　
参
議
右
衛
門
督
平
時
慶
朱
印

　
　
◎
　
　
　
　
　
　
此
本
彼
是
以
五
本
遂
校
合
狽
不
可
出
闘
外
也
　
壺
安

　
以
上
の
内
、
④
◎
◎
は
朱
筆
。
江
戸
中
期
写
。
1
2
－
n
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。
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内
庁
書
陵
部
蔵
D
本
〔
谷
・
二
二
五
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
4
×
1
9
・
9
㎝
。
紺
無
地
の
表
紙
。
題
籏
が
表
紙
左
に
貼
ら
れ
ト

　
「
公
事
根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
紙
。
蔵
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
書
印
が
巻
首
に
三
穎
巻
尾
に
二
穎
捺
さ
れ
る
。
巻
首
「
靖
斎
／
図
書
」
（
方
朱
印
、

　
谷
森
善
臣
コ
八
『
七
～
一
九
二
〕
の
蔵
書
印
）
「
八
雲
軒
」
（
長
方
藍
印
、
陰
刻
、

　
脇
坂
安
元
〔
一
五
八
四
～
一
六
五
三
〕
の
蔵
書
印
）
「
宮
内
省
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
罵

　
巻
尾
に
「
藤
亨
」
（
円
藍
印
、
陰
刻
、
脇
坂
安
元
の
蔵
書
印
）
「
安
／
元
」
（
方
藍
印
、

　
同
前
）
。
な
ほ
、
「
八
雲
軒
」
「
藤
亨
」
「
安
元
」
の
三
種
の
蔵
書
印
は
、
こ
の
『
公
事

　
根
源
』
か
ら
『
図
書
寮
叢
刊
書
陵
部
蔵
書
印
譜
　
上
』
（
明
治
書
院
”
平
8
・
3
）

　
に
図
版
で
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
（
『
七
七
～
『
七
八
頁
）
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
よ
り
、

　
本
書
が
、
脇
坂
安
元
の
旧
蔵
で
あ
つ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
因
み
に
、
現
存
す
る

　
唯
一
の
脇
坂
安
元
の
蔵
書
目
録
か
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
金
井
寅
之
助
蔵
『
脇
坂
家
蔵
書

　
目
録
』
（
金
井
編
著
『
〈
松
蔭
学
術
研
究
叢
書
〉
八
雲
軒
脇
坂
安
元
資
料
集
』
〔
松
蔭

　
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会
H
9
0
・
3
〕
所
収
）
1
6
丁
裏
に
「
一
公
事
根
源
　
一
冊
」

　
と
見
え
る
も
の
が
本
書
の
こ
と
か
と
思
は
れ
る
。
1
面
1
0
行
。
遊
紙
が
首
部
に
一
丁

　
置
か
れ
、
墨
付
は
一
〇
一
丁
。
奥
書
・
識
語
は
存
し
な
い
が
、
本
文
と
同
筆
で
「
私



　
幽
斎
御
本
に
も
右
之
題
二
共
二
あ
り
紙
も
あ
き
て
あ
り
な
か
ら
／
理
は
な
し
」
（
四

　
月
・
告
朔
斎
院
御
硬
ノ
項
）
「
保
元
以
後
タ
エ
タ
ル
ヲ
建
武
元
年
再
興
ア
リ
シ
カ
其

　
後
ハ
打
ツ
・
キ
テ
モ
／
行
ハ
レ
侍
ラ
ス
　
祐
範
本
二
如
此
可
考
」
（
同
・
孟
夏
旬
ノ

　
項
末
）
な
ど
と
、
細
川
幽
斎
本
・
中
臣
祐
範
本
と
の
異
同
が
注
記
さ
れ
る
点
、
ま
た

　
脇
坂
安
元
旧
蔵
と
い
ふ
点
な
ど
か
ら
見
て
、
江
戸
初
期
写
と
見
て
過
つ
ま
い
。
1
2
－

　
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
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内
庁
書
陵
部
蔵
E
本
〔
庭
・
二
六
〕

　
列
帖
装
1
帖
（
た
だ
し
、
料
紙
を
上
下
に
二
つ
折
り
に
し
、
折
り
目
の
部
分
を
下
側

　
に
し
、
更
に
上
下
に
二
つ
折
り
に
し
た
中
央
を
綴
ぢ
た
変
則
的
な
も
の
）
。
2
1
・
8

　
×
1
5
・
2
㎝
。
紺
無
地
（
後
補
）
の
表
紙
。
題
籏
が
表
紙
左
に
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
」

　
と
墨
書
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
（
黄
・
薄
小
豆
色
・
白
な
ど
の
色
変
は
り
料
紙

　
を
用
ゐ
る
）
。
蔵
書
印
が
巻
首
に
二
穎
捺
さ
れ
、
「
宮
内
省
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
）
「
庭

　
田
／
蔵
書
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
9
行
。
料
紙
は
、
一
括
り
・
遊
紙
二
丁
墨

　
付
二
二
丁
、
二
括
り
・
墨
付
一
八
丁
、
三
括
り
・
墨
付
二
六
丁
、
四
括
り
・
墨
付
二

　
〇
丁
、
五
括
り
・
墨
付
一
四
丁
、
六
括
り
・
墨
付
一
二
丁
、
七
括
り
・
墨
付
四
丁
、

　
八
括
り
・
遊
紙
六
丁
。
奥
書
が
、
六
月
末
尾
に
朱
筆
で
「
上
巻
云
／
応
永
廿
九
年
正

　
月
十
二
日
書
之
阜
／
内
大
臣
／
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
悸
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ぎ
　

　
た
、
巻
末
に
「
本
云
／
故
禅
閤
御
抄
也
本
上
下
二
冊
今
／
為
一
冊
可
秘
・
」
と
あ

　
る
。
江
戸
初
期
写
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
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内
庁
書
陵
部
蔵
F
本
〔
伏
・
二
五
一
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
2
×
2
0
・
2
㎝
。
こ
げ
茶
無
地
の
表
紙
。
題
簸
（
雲
形
布
目
押

　
文
様
、
金
泥
引
）
が
表
紙
左
に
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
本
文
料
紙

　
は
楮
斐
混
漉
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
一
穎
捺
さ
れ
、
「
図
書
／
寮
印
」
（
方
朱
印
）
と
あ

　
る
。
1
面
1
0
行
。
遊
紙
が
首
部
に
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
一
〇
一
丁
。
奥
書
・
識
語

　
は
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
1
7
宮
内
庁
書
陵
部
D
本
と
同
じ
く
、
幽
斎
本
・
祐
範
本
と

　
の
異
同
が
書
き
入
れ
さ
れ
る
の
で
、
同
本
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
江
戸
初
期
写
。
1
2
～
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
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内
庁
書
陵
部
蔵
G
本
〔
二
〇
五
・
七
四
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
7
・
3
×
1
9
・
7
伽
。
表
紙
は
後
補
で
、
元
表
紙
が
扉
の
所
に
あ
り
、

　
中
央
に
「
公
事
根
元
　
全
　
三
七
丁
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
巻
首

　
に
蔵
書
印
が
一
穎
捺
さ
れ
、
「
帝
室
／
図
書
／
之
章
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
9

　
行
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
三
五
丁
。
奥
書
・
識
語
は
存
し
な
い
。
正
月
条
の
み

　
の
抜
粋
。
江
戸
末
期
写
。
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内
庁
書
陵
部
蔵
H
本
〔
二
六
六
・
四
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
8
x
1
9
・
6
㎝
。
『
待
需
抄
』
巻
十
三
。
表
紙
は
黄
土
色
無
地
。

　
外
題
が
表
紙
左
に
「
待
需
抄
　
十
三
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
巻
首

　
に
蔵
書
印
が
二
穎
捺
さ
れ
る
。

　
「
鷹
司
城
南
／
館
図
書
印
」
（
長
方
朱
印
）
「
宮
内
省
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
）
。
1
面

　
1
4
行
。
『
神
事
』
『
年
中
行
事
』
『
皇
年
代
記
暮
頒
』
『
下
襲
井
衣
色
抜
書
』
『
錺
抄
』

　
『
桃
華
蘂
葉
（
抄
）
』
を
合
写
す
る
。
遊
紙
は
首
部
に
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
全
冊
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
で
五
九
丁
、
『
公
事
根
源
』
の
み
で
は
三
九
丁
。
奥
書
が
六
月
条
末
尾
に
「
校
合
本
ー

　
二
云
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
早
／
内
大
臣
／
偏
　
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
」
と

　
あ
る
。
江
戸
末
期
写
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。
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滋
賀
県
西
教
寺
）
正
教
坊
文
庫
蔵
「
公
事
元
源
」
本
〔
神
書
一
番
箱
〕

　
『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
未
載
。
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

　
フ
ィ
ル
ム
資
料
目
録
縮
刷
版
2
2
』
（
笠
間
書
院
口
平
1
2
・
9
）
一
〇
九
頁
に
「
公
事

　
元
源
」
と
し
て
所
掲
（
後
述
す
る
扉
題
・
端
作
題
等
か
ら
想
像
し
て
、
所
蔵
機
関
に

　
お
い
て
も
同
断
で
あ
る
と
思
は
れ
る
）
。
同
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
つ
て
調

　
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
公
事
根
源
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

　
ル
ム
に
よ
つ
て
知
り
う
る
書
誌
事
項
の
み
摘
記
す
る
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
約
2
8
×
別
・
5
㎝
。
表
紙
は
無
地
の
紙
表
紙
か
と
思
は
れ
る
。
外
題

　
は
存
し
な
い
。
首
部
遊
紙
裏
に
「
観
音
寺
／
神
書
四
番
箱
／
舜
興
蔵
」
と
あ
る
。
端

　
作
題
が
「
公
事
元
源
亦
年
中
行
事
託
云
」
と
あ
る
。
端
作
題
に
続
き
、
目
録
が
置
か

　
れ
る
。
巻
首
・
巻
尾
に
同
種
の
蔵
書
印
（
方
、
双
郭
）
が
各
一
穎
捺
さ
れ
る
が
、
写



　
真
が
不
鮮
明
で
判
読
出
来
な
い
。
二
字
分
の
印
刻
が
あ
る
か
と
思
は
れ
る
。
1
面
1
2

　
行
書
。
遊
紙
は
首
尾
に
各
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
九
六
丁
。
本
文
末
尾
に
、
以
下
の
如

　
き
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
備
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
　
　
　
　
　
　
兼
見
御
所
持
也
以
家
本
写
之
而
已

　
　
　
　
　
承
応
元
年
十
一
月
観
音
寺
舜
興
蔵

　
「
応
永
～
而
已
」
は
本
文
と
同
筆
か
と
思
は
れ
る
が
、
「
承
応
」
以
下
は
明
ら
か
に

　
別
筆
。
一
方
、
「
承
応
」
以
下
の
筆
と
、
端
作
題
の
筆
蹟
と
は
同
一
筆
者
に
よ
る
も

　
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
書
は
、
承
応
元
年
以
前
、
某
が
書
写
し
た
も
の
を
、
承

　
応
元
年
に
観
音
寺
の
舜
興
が
感
得
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
舜
興
が
某
に
書
写
せ

　
し
め
た
と
考
へ
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
が
、
そ
の
旨
の
記
述
が
な
い
の
で
、
上
述

　
の
如
く
緩
や
か
に
考
へ
て
み
た
）
。
筆
蹟
か
ら
見
て
江
戸
初
期
写
か
。
因
み
に
、
「
兼

　
見
御
所
持
」
の
「
兼
見
」
と
は
、
卜
部
兼
右
の
子
兼
見
の
謂
で
あ
ら
う
か
ら
（
た
だ

　
し
、
「
兼
見
卿
」
な
ど
と
せ
ず
「
兼
見
」
　
と
呼
び
捨
て
に
し
て
ゐ
る
点
、
断
定
す

　
る
に
は
や
や
問
題
が
残
る
け
れ
ど
も
）
、
こ
の
本
と
現
在
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に

　
存
す
る
吉
田
本
『
公
事
根
源
』
群
（
3
0
以
下
で
詳
述
）
と
は
、
何
ら
か
の
交
渉
が
あ

　
つ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
吉
田
本
『
公
事
根
源
』
群
と
こ
こ
で
い
ふ
「
家
本
」

　
と
の
関
係
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
兼
見
本
は
校
合
本
と
解
す
る
べ
き
か
。
因

　
み
に
、
天
理
図
書
館
蔵
A
本
〔
三
二
八
・
七
・
二
五
〕
の
本
奥
書
に
も
、
「
此
写
本

　
以
吉
田
従
二
位
兼
見
卿
之
秘
本
慶
長
元
年
三
月
写
之
」
と
あ
り
、
そ
の
か
み
に
お
け

　
る
兼
見
卿
本
の
流
布
を
し
の
ば
せ
る
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。
全
冊
に
わ
た

　
り
漢
字
に
本
文
同
筆
で
仮
名
を
振
る
。

22

都
大
学
工
学
部
建
築
学
研
究
室
蔵
本
〔
七
・
○
八
・
〇
二
・
七
九
〕

　
大
和
綴
装
1
冊
。
2
6
・
9
×
1
9
・
4
㎝
。
表
紙
は
白
無
地
の
素
紙
。
表
紙
中
央
に
「
公

　
事
根
源
」
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
る
。
巻
頭
に
目
録
が
あ
り
、
「
公
事
根
源
」
と
目
録

　
題
あ
り
。
ま
た
端
作
題
も
あ
り
「
公
事
根
源
」
と
あ
る
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
「
京
都

　
／
帝
国
大
学
／
図
書
之
印
」
（
方
朱
印
）
と
捺
さ
れ
る
。
1
面
1
0
行
書
。
遊
紙
は
な

　
く
、
墨
付
の
み
一
一
四
丁
。
奥
書
等
は
一
切
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
後
表
紙
見
返
し

　
右
下
に
「
赤
尾
所
有
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
旧
蔵
者
な
る
べ
し
。
1
2
－
n
a
・
1
2
1
n

　
b
あ
り
。

23

都
大
学
文
学
部
図
書
室
蔵
本
（
旧
国
史
研
究
室
蔵
）
〔
国
史
・
さ
九
・
一
ご

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
5
×
2
0
・
5
㎝
。
表
紙
は
横
縞
刷
毛
目
文
様
の
丁
子
引
。
外
題

　
が
表
紙
左
に
「
公
事
根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮

　
斐
混
漉
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
「
京
都
／
帝
国
大
学
／
図
書
之
印
」
（
方
朱
印
）
と
あ

　
る
。
1
面
1
5
行
書
。
遊
紙
は
首
部
に
一
丁
、
墨
付
五
四
丁
。
奥
書
等
は
一
切
存
し
な

　
い
。
全
冊
に
わ
た
つ
て
、
細
字
に
よ
る
書
入
注
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2

　
1
1
1
b
あ
り
。
江
戸
中
期
写
。

24

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
旧
蔵
A
本
〔
平
松
旧
蔵
本
・
第
四
門
・
ク
ご

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
7
・
5
×
2
0
・
7
㎝
。
表
紙
は
渋
引
無
地
。
題
籏
が
表
紙
左
に
貼
ら

　
れ
「
公
事
根
源
一
冊
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。

　
巻
首
に
蔵
書
印
が
二
穎
捺
さ
れ
、
「
平
松
／
蔵
」
（
方
朱
印
）
「
京
都
／
帝
国
大
学
／

　
図
書
之
印
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
1
3
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
六
四

　
丁
。
巻
尾
に
識
語
が
次
の
や
う
に
あ
る
。

　
　
　
右
先
年
　
白
后
御
自
筆
片
仮
名
錐
以
之

　
　
　
書
写
誤
落
字
等
多
之
働
今
又
申
出

　
　
　
上
皇
御
本
令
読
合
数
ヶ
事
書
加
之
猶
干

　
　
　
後
日
以
和
字
可
書
之
改
者
也

　
　
　
干
時
壬
子
夷
則
下
溝
日
　
参
議
右
衛
門
平
時
慶
（
印
目
時
慶
）

　
即
ち
、
慶
長
1
7
年
（
一
六
一
二
）
7
月
、
西
洞
院
時
慶
が
書
入
れ
を
し
た
時
の
も
の

　
で
あ
る
。
従
つ
て
、
書
写
は
こ
れ
以
前
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
恐
ら
く
慶
長
1
7
年

　
と
近
接
し
た
時
期
の
書
写
で
あ
ら
う
。
1
2
－
n
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。

25

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
旧
蔵
B
本
〔
平
松
旧
蔵
本
・
第
四
門
・
ク
ニ
〕

　
大
和
綴
装
1
冊
。
2
7
・
5
×
2
0
・
7
㎝
。
表
紙
は
本
文
料
紙
と
共
紙
。
外
題
・
内
題

一19一



　
と
も
に
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
「
京
都
／
帝
国
大
学
／

　
図
書
之
印
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
1
5
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
六
四

　
丁
。
奥
書
は
一
切
存
し
な
い
。
漢
字
片
仮
名
表
記
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。

　
江
戸
中
期
写
。

26

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
A
本
〔
五
・
一
七
・
ク
・
一
五
〕

　
大
和
綴
装
1
冊
。
2
7
・
2
×
1
9
・
9
㎝
。
表
紙
は
横
縞
刷
毛
目
文
様
の
丁
子
引
。
外

　
題
が
表
紙
左
に
「
公
事
根
源
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙

　
は
楮
紙
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
三
穎
捺
さ
れ
、
「
菊
亭
家
蔵
書
」
（
長
方
朱
印
）
「
□
□

　
／
（
二
字
分
判
読
不
可
）
之
蔵
書
」
（
方
朱
印
）
「
京
都
／
大
学
図
／
書
之
印
」
（
方

　
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
8
行
書
。
首
尾
に
遊
紙
が
各
1
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
一
一
〇

　
丁
。
奥
書
は
一
切
存
し
な
い
。
全
冊
に
わ
た
つ
て
、
墨
・
朱
で
書
入
れ
が
存
す
る
。

　
1
2
－
n
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。
江
戸
中
期
写
。

27

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
B
本
〔
五
・
一
七
・
ク
・
六
〕

　
袋
綴
装
2
冊
。
1
4
・
4
×
1
9
㎝
。
表
紙
は
こ
げ
茶
色
無
地
。
題
簸
が
表
紙
左
に
貼
ら

　
れ
る
が
、
上
冊
は
剥
脱
、
下
冊
の
み
「
公
事
根
源
抄
下
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は

　
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
巻
首
に
蔵
書
印
が
一
穎
捺
さ
れ
「
京
都
～
帝
国
大

　
学
／
図
書
之
印
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
1
面
1
1
行
書
。
各
冊
と
も
首
尾
に
各
一
丁

　
遊
紙
が
置
か
れ
、
墨
付
は
上
冊
八
七
丁
下
冊
四
二
丁
。
下
冊
裏
表
紙
見
返
し
に
、
以

　
下
の
如
き
識
語
が
存
す
る
。

　
　
　
此
公
事
根
源
者
予
暇
日
考
之

　
　
　
年
中
行
事
或
不
出
年
中
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ロ

　
　
　
有
公
事
根
源
故
為
便
知
其
異
同
不
顧

　
　
　
吹
毛
之
難
漫
揮
筆
胎
後
来

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
志
同
者
見
之
予
宝
永
丙
戌
十

　
　
　
二
月
既
望
猪
苗
代
兼
行

　
　
　
謹
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
（
花
押
）

　
全
冊
に
わ
た
つ
て
、
墨
・
朱
で
書
入
れ
が
存
す
る
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。

　
識
語
で
い
ふ
「
宝
永
丙
戌
」
は
宝
永
3
年
（
一
七
〇
六
）
。
た
だ
し
、
こ
の
識
語
は

　
書
写
さ
れ
た
も
の
と
覚
し
く
、
必
ず
し
も
本
書
の
書
写
時
期
を
左
右
す
る
も
の
で
は

　
な
い
。
江
戸
中
期
写
と
見
る
べ
き
か
。

28

明
文
庫
蔵
A
本
〔
八
九
・
二
五
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
1
×
2
0
・
8
㎝
。
表
紙
は
こ
げ
茶
無
地
。
題
簸
（
赤
色
地
、
龍

　
文
）
が
表
紙
左
に
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
元
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
近
衛
前
久
（
一
五

　
三
六
～
一
六
一
二
）
筆
（
名
和
修
の
教
示
に
よ
る
）
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料

　
紙
は
楮
斐
混
漉
。
蔵
書
印
は
存
し
な
い
。
1
面
1
1
行
書
。
遊
紙
が
首
部
に
二
丁
、
尾

　
部
に
三
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
八
二
丁
。
巻
頭
一
丁
は
『
公
事
根
源
』
と
は
別
の
年
中

　
行
事
に
関
す
る
記
述
。
そ
の
冒
頭
は
、
「
七
日
甲
斐
勅
旨
…
…
」
。
奥
書
が
巻
末
に
、

　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
と
あ
る
。
書
入
れ
は
存
し
な
い
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
室
町
末
期
写
。
本

　
文
も
近
衛
前
久
筆
か
。

29

明
文
庫
蔵
B
本
〔
近
・
八
九
・
二
四
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
5
・
6
×
2
1
㎝
。
表
紙
は
白
無
地
の
鳥
の
子
。
外
題
が
表
紙
左
に
「
公

　
事
根
元
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
は

　
存
し
な
い
。
1
面
1
3
～
1
4
行
書
。
遊
紙
が
首
部
に
二
丁
、
尾
部
に
三
丁
置
か
れ
、
墨

　
付
は
五
四
丁
。
奥
書
は
一
切
存
し
な
い
。
漢
字
片
仮
名
表
記
。
全
冊
に
わ
た
り
紺
色

　
の
不
審
紙
が
貼
付
さ
れ
る
。
書
入
れ
は
存
し
な
い
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。

　
室
町
末
期
写
。

30

理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
A
本
〔
吉
二
三
・
二
二
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
5
×
2
1
・
2
㎝
。
表
紙
は
雲
紙
の
鳥
の
子
。
外
題
が
表
紙
左
に

　
「
公
事
根
源
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書

　
印
は
巻
首
に
二
穎
「
吉
田
文
庫
」
（
長
方
朱
印
）
、
「
幽
／
顕
」
（
方
朱
印
）
、
巻
尾
に
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一
穎
「
神
陽
／
庫
」
（
長
円
朱
印
）
と
捺
さ
れ
る
。
1
面
1
5
行
書
。
遊
紙
が
首
部
に

　
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
五
五
丁
。
奥
書
は
一
切
存
し
な
い
。
全
冊
に
わ
た
り
詳
細
な

　
書
入
れ
（
本
文
同
筆
か
）
が
存
す
る
。
『
公
事
根
源
』
冒
頭
の
記
事
「
正
月
　
四
方

　
拝
」
に
対
す
る
書
入
れ
（
表
紙
見
返
し
左
隅
に
書
か
る
）
の
冒
頭
は
以
下
の
如
し
（
カ

　
タ
カ
ナ
で
施
さ
れ
た
訓
み
・
返
点
は
略
し
た
）
。
「
＼
元
日
四
方
拝
　
＼
寅
刻
』
＼
良

　
宗
案
旧
記
四
方
拝
蔵
人
行
事
下
雨
時
於
射
庭
殿
有
御
拝
礼
（
以
下
略
）
」
。
1
2
1
n
a

　
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
室
町
末
期
写
。

31

理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
B
本
〔
吉
二
三
・
二
一
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
8
・
7
×
1
9
・
7
㎝
。
表
紙
は
黄
土
色
無
地
の
楮
紙
。
題
籏
が
表
紙

　
左
に
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
元
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
蔵
書
印
は

　
巻
頭
に
「
吉
田
文
庫
」
（
長
方
朱
印
）
一
穎
捺
さ
れ
る
の
み
。
1
面
1
6
行
書
。
遊
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
が
首
部
に
一
丁
置
か
れ
、
そ
の
表
に
「
七
日
甲
斐
勅
旨
牧
（
以
下
略
）
」
等
九
行
分

　
の
書
入
れ
が
存
す
る
（
本
文
と
は
別
筆
）
。
墨
付
は
三
九
丁
。
巻
末
に
以
下
の
如
き

　
奥
書
が
存
す
る
。

　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣
＼
兼
良
公

　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
」

　
　
　
成
恩
寺
殿
御
作

　
　
（
以
下
略
）
※
1
2
東
山
御
文
庫
蔵
本
二
見
エ
ル
モ
ノ
ト
同
文
也
」

　
　
　
　
故
禅
閤
御
抄
也
本
為
上
下
二
冊
今
為
一
冊
可
秘
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
膜
隠
隻
冬
ー

　
　
　
　
　
本
．
五

　
　
　
　
　
　
以
如
斯
御
奥
書
本
重
校
合
了
　
　
宣
賢
し

雑．

鱗
梵
∴
同
筆
欺

　
題
籏
が
龍
山
（
近
衛
前
久
）
筆
と
梵
舜
（
歎
）
が
注
記
を
加
へ
て
ゐ
る
わ
け
だ
が
、

　
さ
う
す
る
と
、
2
8
陽
明
文
庫
蔵
A
本
〔
八
九
・
二
五
〕
（
外
題
前
久
筆
）
と
の
関
係

　
が
問
題
と
な
ら
う
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
巻
頭
書
入
れ
の
一
致
で
、
こ
の
梵
舜
本

　
の
一
つ
の
親
本
が
前
久
本
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
し
、
梵
舜
本
の
持
つ
経
嗣

　
・
兼
良
・
良
基
の
著
作
目
録
は
前
久
本
に
は
見
え
ず
、
直
接
の
親
子
関
係
が
あ
る
と

　
ま
で
は
断
じ
き
れ
ま
い
。
ま
た
清
原
宣
賢
の
書
承
に
お
け
る
関
与
も
見
逃
せ
な
事
実

　
で
あ
る
。
全
冊
に
わ
た
つ
て
朱
墨
の
書
入
れ
（
同
筆
か
）
が
散
見
さ
れ
る
。
1
2
1
1
1

　
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
室
町
末
期
写
。

32

理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
C
本
〔
吉
二
三
・
一
六
六
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
7
・
1
×
1
9
・
2
㎝
。
二
種
の
表
紙
が
後
補
さ
れ
て
ゐ
る
。
い
ま
仮

　
に
、
最
も
外
側
（
従
つ
て
現
状
で
は
見
か
け
上
の
表
紙
）
の
も
の
を
甲
、
そ
の
内
側

　
に
あ
る
も
の
（
恐
ら
く
最
初
に
後
補
さ
れ
た
表
紙
）
を
乙
、
と
す
る
。
甲
（
白
無
地
）

　
に
は
、
左
側
に
打
付
書
で
「
兼
右
卿
御
筆
／
公
事
根
源
抄
　
上
」
と
墨
書
さ
れ
る
。

　
こ
の
筆
者
は
、
後
掲
す
る
弘
化
四
年
卜
部
（
吉
田
）
良
芳
の
奥
書
と
同
一
筆
蹟
で
あ

　
る
と
目
さ
れ
る
の
で
、
良
芳
筆
と
断
じ
て
よ
か
ら
う
。
従
つ
て
、
後
補
表
紙
甲
は
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
弘
化
四
年
良
芳
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
次
に
乙
（
黄
土
色
無
地
）
に
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
は
、
左
側
に
題
籏
が
貼
付
さ
れ
、
「
公
事
根
源
抄
上
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
こ
の
筆
蹟

　
は
良
芳
と
は
思
は
れ
ず
、
別
筆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
時
期
的
に
弘
化
四
年
を
相
当
に

　
遡
る
と
も
思
へ
な
い
。
む
し
ろ
、
時
期
的
に
相
接
し
て
後
補
が
な
さ
れ
た
と
見
た
方

　
が
自
然
で
あ
る
。
塚
上
二
種
の
後
補
表
紙
の
内
側
に
本
文
料
紙
が
綴
ぢ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
巻
首
に
目
録
が
配
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
は
巻

　
首
に
「
天
理
図
／
書
館
蔵
」
（
長
方
朱
印
）
、
「
吉
田
文
庫
」
（
長
方
朱
印
）
の
二
穎
が

　
捺
さ
れ
る
。
1
面
1
0
～
1
1
行
書
。
遊
紙
が
首
尾
に
各
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
四
五
丁
。

　
奥
書
が
、

　
　
　
兼
右
卿
御
筆
也

　
　
　
加
修
補
詑

　
　
　
　
　
　
　
弘
化
四
丁
未
年
十
一
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
三
位
侍
従
卜
部
良
芳

　
と
あ
る
。
『
吉
田
文
庫
神
道
書
目
録
』
以
下
の
目
録
類
は
こ
の
奥
書
に
よ
り
、
本
書



　
を
兼
右
筆
と
す
る
が
、
よ
り
厳
密
に
は
伝
兼
右
筆
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ほ
、
兼
右

　
自
筆
資
料
（
例
へ
ば
、
書
陵
部
蔵
十
三
代
集
）
と
比
較
す
る
に
、
筆
者
は
依
然
と
し

　
て
「
伝
兼
右
筆
」
と
扱
ふ
べ
き
と
の
見
方
を
と
る
。
全
冊
に
わ
た
つ
て
墨
筆
に
よ
る

　
書
入
れ
（
同
筆
）
が
存
す
る
。
五
月
ま
で
の
記
事
の
み
あ
り
（
零
本
）
。
室
町
末
期

　
～
江
戸
極
初
期
写
。
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理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
D
本
〔
吉
二
三
・
一
九
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
7
・
1
×
2
0
㎝
。
水
色
無
地
の
表
紙
。
中
央
に
打
付
書
で
「
公
事
根

　
元
抄
」
と
墨
書
さ
る
。
ま
た
、
首
部
遊
紙
第
二
丁
目
表
左
に
「
禁
秘
抄
」
と
墨
書
さ

　
る
。
い
づ
れ
も
本
文
と
は
別
筆
か
と
思
は
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ド

　
楮
紙
。
蔵
書
印
は
、
首
部
に
「
神
楽
／
舎
庫
」
（
方
朱
印
）
、
「
吉
田
文
庫
」
（
長
方
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
じ

　
印
）
の
二
穎
、
尾
部
に
「
草
陣
／
之
印
」
（
方
朱
印
、
陽
刻
）
の
一
穎
を
捺
す
。
1

　
面
1
1
行
書
。
遊
紙
が
首
部
に
二
丁
尾
部
に
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
六
三
丁
。
奥
書
が

　
本
文
と
同
筆
で
、

　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
　
　
　
　
　
正
保
三
年
五
月
一
日

　
と
あ
る
。
書
写
時
期
は
こ
の
正
保
3
年
（
一
六
四
六
）
と
見
て
良
い
だ
ら
う
。
本
文

　
と
同
筆
で
振
り
仮
名
を
中
心
に
書
入
れ
が
存
す
る
。
1
2
1
n
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。
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理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
E
本
〔
吉
二
三
・
二
三
〕

　
大
和
綴
1
冊
。
2
8
・
6
×
2
2
㎝
。
薄
茶
色
無
地
の
表
紙
（
後
補
）
。
外
題
が
表
紙
中

　
央
に
打
付
書
で
「
公
事
根
元
　
全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
そ
の
内
側
に
原
表
紙
と
思
は

　
れ
る
も
の
が
あ
り
（
本
文
料
紙
と
共
紙
）
、
表
左
中
央
に
、

　
　
　
公
事
根
元

　
　
　
　
禁
秘
抄

　
と
墨
書
さ
れ
る
。
い
づ
れ
も
別
筆
。
ま
た
本
文
と
も
別
筆
。
巻
首
に
目
録
を
有
す
る
。

　
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
斐
混
漉
。
蔵
書
印
は
首
部
に
一
穎
「
吉
田
文
庫
」

　
（
長
方
朱
印
）
が
捺
さ
れ
る
の
み
。
1
面
1
1
行
書
。
遊
紙
が
首
尾
に
各
二
丁
置
か
れ

　
る
。
墨
付
は
九
六
丁
。
奥
書
が
本
文
と
同
筆
で
、
以
下
の
如
く
あ
る
。

　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
」

　
　
　
　
成
恩
寺
殿
御
作

　
　
　
（
以
下
略
）
※
⑫
東
山
御
文
庫
蔵
本
二
見
エ
ル
モ
ノ
ト
同
文
也
」

　
　
　
　
　
故
禅
閤
御
抄
也
本
為
上
下
二
冊
今
為
一
冊
可
秘
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
蹟
隠
聖
冬
－

　
　
　
　
　
本
云

　
　
　
　
　
　
　
以
如
斯
御
奥
書
本
重
校
合
了
　
　
　
宣
賢
」

　
　
　
　
　
　
右
以
謹
本
仰
他
筆
書
写
令
校
合
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
元
和
第
九
卯
月
廿
二
　
　
　
　
龍
玄
（
花
押
）

　
　
　
（
九
行
分
程
度
空
白
）

　
　
　
　
　
宝
暦
七
年
六
月
廿
六
日
令
修
補
詑
　
兼
雄
」

　
最
終
行
の
み
本
文
と
は
別
筆
。
書
写
は
、
元
奥
書
末
尾
に
あ
る
元
和
9
年
（
一
六
二

　
三
）
龍
玄
写
と
見
て
良
い
だ
ら
う
。
奥
書
か
ら
推
す
に
、
3
1
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫

　
蔵
B
本
〔
二
三
・
二
ご
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
か
。
本
文
と
同
筆
・
別
筆
で
朱
墨
に

　
よ
る
書
入
れ
・
合
点
等
が
存
す
る
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
－
n
b
あ
り
。
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理
図
書
館
蔵
A
本
〔
三
二
八
・
七
・
二
五
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
7
・
1
×
1
9
・
2
㎝
。
表
紙
は
横
縞
刷
毛
目
文
様
丁
子
引
。
外
題
が

　
表
紙
左
に
打
付
書
で
「
公
事
根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
な
ほ
、
表
紙
右
上
に
「
智
」

　
と
あ
る
（
墨
書
？
）
。
巻
首
に
目
録
を
有
す
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
じ

　
楮
紙
。
蔵
書
印
は
首
部
に
一
穎
「
寿
楽
堂
／
図
書
記
」
（
長
方
朱
印
）
と
捺
さ
れ
る

　
の
み
。
1
面
1
2
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
本
文
料
紙
の
み
七
六
丁
。
奥
書
が
本
文
と
同

　
筆
で
、
以
下
の
如
く
あ
る
。

　
　
　
此
写
本
以
吉
田
従
二
位
兼
見
卿
之
秘
本
慶
長
元
年
三
月
写
之
韻
云

　
　
　
慶
長
書
写
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
永
拾
年
比
借
失
詑

一22一



　
　
　
　
　
応
永
武
拾
九
年
正
月
十
二
日
書
之
早

　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
此
書
予
運
寿
於
知
恩
寺
令
写
之
　
　
　
　
　
　
　
寿
仙
判

　
本
文
と
同
筆
で
、
朱
墨
に
よ
る
書
入
れ
・
朱
引
等
が
あ
る
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b

　
あ
り
。
江
戸
中
期
写
。
巻
末
受
入
印
よ
り
、
昭
和
4
5
年
5
月
1
日
に
天
理
図
書
館
（
学

　
校
本
部
）
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
『
国
書
総
目
録
』
に
所
掲
さ
れ
て

　
ゐ
る
天
理
図
書
館
蔵
普
通
本
は
本
書
の
こ
と
で
は
な
い
。
『
国
書
総
目
録
』
未
掲
載

　
の
新
出
本
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
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理
図
書
館
蔵
B
本
〔
三
二
八
・
六
・
四
一
〕

　
袋
綴
装
2
冊
。
2
3
・
6
x
1
6
・
1
㎝
。
表
紙
は
横
縞
刷
毛
目
文
様
丁
子
引
。
題
簸
が

　
表
紙
左
に
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
　
上
（
下
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。

　
本
文
料
紙
は
斐
紙
。
蔵
書
が
巻
頭
に
三
穎
捺
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
天
理
／
教
□
」
（
方

　
朱
印
）
、
「
桂
廼
堂
／
図
書
記
」
（
長
方
朱
印
）
、
「
天
理
／
図
書
／
館
印
」
（
方
朱
印
）
。

　
1
面
8
行
書
。
両
冊
と
も
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
で
、
上
冊
四
五
丁
（
一
月
～
三

　
月
）
、
下
冊
五
七
丁
（
四
月
～
）
。
奥
書
が
下
冊
に
本
文
と
同
筆
で
、
以
下
の
如
く
あ

　
る
。

　
　
　
兼
如
本

　
　
　
朱
ヲ
以
テ
引
タ
ル
点
ハ
前
本
二
在
之
幽
斎
御
本
二
無
之
事
二
引
之
同
斗

　
　
　
ナ
ル
ヲ
ハ
】
切
点
ヲ
不
引

　
　
　
幽
斎
御
本
ハ
菊
亭
殿
中
院
殿
へ
読
合
ニ
テ
御
シ
ラ
ヘ
ノ
本
也
句
キ
リ
ノ
朱

　
　
　
引
ハ
幽
斎
御
本
ヲ
写
者
也

　
　
　
（
一
行
分
空
白
）

　
　
　
後
成
恩
寺
関
白
兼
良
公
作
也

　
　
　
右
根
源
抄
依
柳
営
御
所
所
望
後
成
恩
寺
関
白
蛛
鞍
松
好
描
不
披
見
一
紙
之
書
被

　
　
　
書
付
也
之

　
　
　
　
云
云

　
書
入
れ
は
存
し
な
い
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
江
戸
末
期
写
。
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天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
山
崎
文
庫
蔵
本
〔
山
崎
文
庫
・
一
四
六
〇
〕

　
折
本
1
帖
。
1
9
×
8
・
3
㎝
。
板
表
紙
（
後
装
か
）
。
外
題
は
存
し
な
い
が
、
板
表

　
紙
右
上
に
「
山
崎
佐
蔵
書
票
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
、
さ
ら
に
同
左
下
に
「
渡
部

　
姓
」
と
墨
書
さ
れ
る
（
本
文
と
は
別
筆
）
。
内
題
は
見
返
し
に
「
公
事
根
源
」
と
墨

　
書
さ
れ
る
（
本
文
と
同
筆
）
。
本
文
料
紙
は
厚
手
の
楮
紙
。
巻
末
に
次
の
如
き
蔵
書

印
一
穎
が
捺
さ
れ
る
。

圏
聯

　
「
山
崎
文
庫
」
は
陰
刻
・
方
朱
印
、
「
順
天
堂
大
学
」
は
陽
刻
、
全
体
は
方
朱
印
。

　
一
面
2
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
全
三
二
折
（
六
四
面
）
。
識
語
・
奥
書
・
書
入
れ
等

　
は
一
切
存
し
な
い
。
江
戸
末
期
写
。
形
状
か
ら
推
し
て
、
書
道
手
本
か
。
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
内
容
は
、
「
正
月
四
方
拝
」
「
同
供
御
薬
」
の
条
目
の
み
を
抄
出
し
た
も
の
。
あ
る
い
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
簡

　
は
書
道
手
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
か
。
順
天
堂
大
学
図
書
館
編
「
山
崎
文
庫
目

　
録
』
（
一
九
六
九
・
三
）
3
0
頁
所
掲
。
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尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
本
〔
六
一
九
五
・
七
五
・
一
一
二
〕

　
原
本
未
調
査
。
以
下
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
〔
六
一
七
〇
・
五
五
・

　
三
・
二
〕
に
よ
る
調
査
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
写
真
か
ら
推
す
に
美
濃
本
か
。
表
紙
は
丁
子
引
き
横
縞
文
様
。
外
題

　
が
打
付
書
で
表
紙
左
に
「
公
事
根
源
先
考
御
筆
」
と
あ
る
。
ま
た
表
紙
右
下
に
は

　
「
頭
左
大
将
紀
光
」
と
あ
り
、
柳
原
紀
光
の
旧
蔵
と
知
れ
る
。
端
作
題
「
公
事
根
源
％

　
巻
頭
に
蔵
書
印
が
二
穎
捺
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
柳
原
庫
」
（
長
方
〔
朱
？
〕
印
、
陰
刻
×

　
「
岩
瀬
文
庫
」
（
長
方
印
）
。
一
面
1
0
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
一
〇
七
丁
。

　
1
2
1
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
識
語
・
奥
書
・
書
入
れ
等
は
『
切
存
し
な
い
。
江
戸

　
中
期
写
か
。
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京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
A
本
〔
徳
大
寺
・
〇
五
・
二
九
〕



袋
綴
装
1
冊
。
2
9
×
2
1
・
1
㎝
。
丁
子
引
き
横
縞
波
文
様
の
表
紙
。
表
紙
中
央
に
打

付
書
で
外
題
が
あ
り
、
「
公
事
根
元
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
本
文

料
紙
は
楮
斐
混
漉
。
巻
首
に
二
穎
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
徳
大
／
寺
／
家

蔵
」
（
方
朱
印
、
陰
刻
）
、
「
尚
□
／
之
印
」
（
方
朱
印
）
。
徳
大
寺
家
旧
蔵
本
の
一
。

一
面
1
2
行
書
。
遊
紙
が
首
尾
に
各
二
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
六
九
丁
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2

！
1
1
b
あ
り
。
奥
書
が
以
下
の
如
く
あ
る
。

　
　
A
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣
　
＊
「
後
成
恩
寺
殿
」
は
朱
筆

　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
　
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
椿
」

　
　
C
右
の
本
は
後
成
恩
寺
の
殿
下
い
ま
た
内
の
お
と
、
と
申
侍
り

　
　
　
け
る
比
し
る
し
を
か
せ
給
ぬ
あ
ま
ね
く
流
布
せ
さ
る
に
や
此
本

　
　
　
　
　
マ
　
　
　
マ
　
レ

　
　
　
う
ち
江
内
へ
め
さ
る
㌧
由
申
さ
れ
し
を
か
た
時
の
ほ
と
と
て
か
り
み

　
　
　
た
り
の
筆
を
も
て
文
亀
三
の
と
し
末
の
秋
中
の
十
日
に
う

　
　
　
つ
し
侍
り
ぬ
彼
本
に
せ
か
き
に
う
つ
し
た
る
本
な
れ
は
筆
の

　
　
　
あ
と
た
し
か
な
ら
す
か
た
の
や
う
に
う
つ
し
と
＼
め
ぬ

　
　
　
の
ち
の
せ
う
本
に
て
よ
み
あ
は
す
へ
き
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
は
り
は
か
る
お
＼
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
の
く
ら
ゐ
藤
基
春

C
の
持
明
院
基
春
の
奥
書
は
、

　
6
内
閣
文
庫
蔵
A
本
〔
一
四
五
・
五
八
〕

　
1
5
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
C
本
〔
五
〇
二
・
九
一
〕

に
見
ら
れ
た
も
の
と
同
文
。
た
だ
し
、
⑮
本
は
、
基
春
奥
書
を
「
一
本
」
と
し
て
引

い
て
い
る
上
に
、
基
春
の
奥
書
に
続
け
て
更
に
種
々
の
奥
書
が
存
し
て
ゐ
て
、
そ
の

関
係
は
や
や
疎
か
と
推
さ
れ
る
が
、
⑥
本
は
該
本
と
同
じ
く
基
春
奥
書
で
終
つ
て
ゐ

る
の
で
、
よ
り
近
い
系
統
と
推
定
さ
れ
る
。
な
ほ
、
B
の
「
了
椿
」
は
、
⑥
⑮
本
い

づ
れ
に
も
見
え
ず
、
三
本
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
単
純
で
は
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

　
る
。
全
冊
に
わ
た
り
、
本
文
と
同
筆
で
墨
・
朱
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
存
す
る
。
江
戸

　
初
期
写
。

40

京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
B
本
〔
押
小
路
家
本
・
く
三
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
1
・
3
×
1
5
・
2
㎝
。
こ
げ
茶
色
無
地
の
表
紙
（
後
補
）
。
表
紙
中

　
央
に
題
籏
が
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
源
　
上
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
原
表
紙
は
、
本
文
と

　
共
紙
、
左
に
「
公
事
根
源
　
上
」
と
墨
書
さ
れ
、
右
上
隅
に
「
京
」
と
墨
書
さ
れ
る

　
貼
紙
あ
り
。
端
作
題
が
「
公
事
根
源
」
と
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
は
存

　
し
な
い
。
一
面
8
行
書
。
遊
紙
は
な
く
、
墨
付
の
み
四
一
丁
。
墨
付
最
終
丁
裏
中
央

　
に
朱
筆
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
仲

　
　
　
い
に
し
へ
の
な
ら
の
み
や
こ
の
宮
に
i
ー

　
と
あ
る
。
1
2
1
n
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
奥
書
・
識
語
等
は
存
し
な
い
。
「
正
月
四

　
方
拝
」
か
ら
「
（
同
月
）
外
記
政
治
」
ま
で
を
収
め
る
零
本
。
押
小
路
家
旧
蔵
本
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
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京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
C
本
〔
押
小
路
家
本
・
く
二
・
一
～
三
〕
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
袋
綴
装
3
冊
。
2
0
・
8
×
1
5
・
1
㎝
。
こ
げ
茶
色
無
地
の
表
紙
（
後
補
）
。
表
紙
中

　
央
に
題
籏
が
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
源
　
上
（
中
・
下
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
原
表
紙
は
、

　
本
文
と
共
紙
、
左
に
「
公
事
根
源
　
上
（
中
・
下
）
」
と
墨
書
さ
れ
、
右
上
隅
に
「
京
」

　
と
墨
書
さ
れ
る
貼
紙
あ
り
。
端
作
題
が
「
公
事
根
源
」
と
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。

　
蔵
書
印
は
存
し
な
い
。
一
面
8
行
書
。
全
体
の
構
成
と
墨
付
は
以
下
の
如
し
（
遊
紙

　
は
各
冊
と
も
に
存
し
な
い
）
。

　
　
　
上
冊
　
　
（
正
月
）
四
方
拝
～
（
同
月
）
外
記
政
治
　
…
…
…
　
四
〇
丁

　
　
　
中
冊
　
　
（
正
月
）
吉
書
奏
～
（
六
月
）
大
祓
　
…
…
…
…
…
　
四
八
丁

　
　
　
下
冊
　
　
（
六
月
）
鎮
火
祭
～
　
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
　
四
七
丁

　
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
奥
書
・
識
語
等
は
存
し
な
い
。
本
書
上
冊
は
、
4
0
本

　
と
装
丁
・
内
容
が
同
一
で
、
ま
た
筆
蹟
も
酷
似
す
る
。
書
写
過
程
に
お
い
て
密
接
な

　
る
関
係
が
あ
つ
た
こ
と
を
偲
ば
せ
る
。
押
小
路
家
旧
蔵
本
。
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京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
D
本
〔
二
〇
五
七
・
二
六
〕



袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
3
×
1
8
㎝
。
表
紙
は
丁
子
引
き
横
縞
文
様
。
表
紙
左
に
双
郭
の

題
籏
が
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
源
　
全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
扉
題
に
も
「
公
事
根
源

全
」
と
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
が
三
穎
捺
さ
れ
る
。
即
ち
、
見
返
し
に

「
東
京
／
大
学
／
図
書
」
（
方
朱
印
）
、
「
史
料
編
／
纂
所
図
／
書
之
印
」
（
方
朱
印
）

の
二
穎
、
首
部
遊
紙
裏
に
「
東
京
帝
／
国
大
学
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
）
の
一
穎
で

あ
る
。
一
面
1
0
行
書
。
遊
紙
が
首
部
に
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
一
〇
四
丁
。
漢
字
・

片
仮
名
書
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
巻
末
に
以
下
の
奥
書
を
存
す
る
。

　
A
這
本
者
以
陰
陽
寮
在
富
自
筆
之
本
書

　
　
写
之
功
阜
彼
之
本
難
平
仮
名
也
予
為
倉

　
　
卒
用
片
仮
名
者
也

　
　
　
大
永
四
年
甲
申
卯
月
十
五
日
　
　
朱
印
什
讃
齢
六

　
　
（
『
行
分
空
白
）

　
B
右
書
写
校
合
旱

　
　
享
保
五
念
初
冬
十
一
日

　
　
　
右
以
善
本
遂
再
校
阜
重
而
古
本
ヲ
見
合
テ

　
　
　
可
遂
校
合
者
也

　
　
　
　
享
保
五
十
二
月
九
日

片
仮
名
表
記
の
伝
本
も
、
僅
か
な
が
ら
他
に
存
す
る
。

　
2
5
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
旧
蔵
B
本
〔
平
松
旧
蔵
本
・
第
四
門
・
ク
ニ
〕

　
2
9
陽
明
文
庫
蔵
B
本
〔
近
・
八
九
・
二
四
〕

が
そ
れ
で
あ
る
し
、

　
1
5
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
C
本
〔
五
〇
二
・
九
一
〕

　
2
4
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
旧
蔵
A
本
〔
平
松
旧
蔵
本
・
第
四
門
・
ク
こ

の
奥
書
に
見
え
る
「
白
后
御
自
筆
」
本
も
片
仮
名
表
記
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら

片
仮
名
本
系
統
の
祖
が
こ
の
「
大
永
四
年
什
謹
書
写
本
」
で
あ
る
と
は
断
じ
ら
れ
な

い
こ
と
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
の
だ
が
、
さ
り
と
て
無
縁
と
も
断
じ
ら
れ
な
い
。
と
も

あ
れ
、
早
く
大
永
期
に
片
仮
名
本
が
成
立
し
た
こ
と
は
こ
の
奥
書
か
ら
判
明
す
る
。

　
な
ほ
、
史
料
編
纂
所
目
録
等
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
明
治
期
の
謄
写
本
の
由
（
た
だ
し

　
原
本
所
在
等
は
一
切
不
明
）
。
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京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
旧
蔵
本
〔
G
二
六
・
八
一
四
〕

　
袋
綴
装
2
冊
。
2
6
×
1
8
・
5
㎝
。
表
紙
は
丁
子
引
き
刷
毛
目
斜
文
様
。
表
紙
左
に
題

　
籏
が
貼
ら
れ
、
「
公
事
根
源
　
乾
（
坤
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
巻
頭
に
目
録
が
あ
り
、

　
そ
の
冒
頭
に
「
公
事
根
源
目
録
」
と
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
が
巻
首
に

　
四
穎
捺
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
東
京
帝
／
国
大
学
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
）
、
「
離
山
麓
／

　
小
宮
山
／
氏
蔵
書
」
（
方
朱
印
）
、
「
南
葵
／
文
庫
」
（
方
朱
印
）
、
「
坂
田
／
文
庫
」
（
長

　
方
朱
印
、
双
郭
）
。
一
面
1
0
行
書
。
全
体
の
構
成
と
墨
付
等
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
上
冊
　
…
…
…
…
　
正
月
～
三
月
　
墨
付
の
み
五
二
丁

　
　
　
下
冊
　
…
…
…
…
　
四
月
～
　
　
　
首
部
に
遊
紙
一
丁
、
墨
付
六
七
丁

　
1
2
1
n
a
・
1
2
！
n
b
あ
り
。
下
冊
巻
末
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
A
写
本
奥
書
二
云

　
　
　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
畢

　
　
　
　
　
　
偏
二
為
二
嬰
児
ヲ
也
外
見
有
γ
揮
内
大
臣

　
　
B
一
本
奥
書
二
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
チ
ノ
ジ
ヤ
ウ

　
　
　
　
　
右
根
源
抄
依
彰
柳
営
ノ
御
所
望
．
一
一
後
成
恩
寺
ノ

　
　
　
　
　
関
白
蝶
鞍
松
好
齪
時
不
披
コ
見
セ
一
－
紙
之
書
ヲ

　
　
　
　
　
被
肺
書
コ
進
セ
之
ヨ
♂

　
B
の
柳
営
所
望
に
よ
つ
て
本
書
が
著
さ
れ
た
由
を
物
語
る
奥
書
は
、
諸
本
に
広
く
見

　
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
全
冊
に
わ
た
つ
て
、
墨
・
朱
筆
で
書
入
れ
が
あ
る
。

　
な
ほ
本
書
は
、

　
　
南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵

文

入購

本古

紀
元
二
千
五
百
六
十
三
年

明
治
三
十
六
年
十
二
月
廿
｛
日

と
い
ふ
南
葵
文
庫
側
の
受
入
れ
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
期
に
な
つ
て
南
葵
文
庫

一25一



　
へ
購
入
さ
れ
た
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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海
学
園
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
哲
誠
（
関
山
）
文
庫
蔵
本
〔
三
八
六
・

　
S
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
2
3
・
2
×
1
6
・
6
㎝
。
表
紙
は
、
草
色
地
に
卍
繋
飛
雲
散
空
押
文
様
。

　
題
籏
が
表
紙
左
に
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
端
作
題
も
「
公
事
根
源
」

　
と
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
は
存
し
な
い
。
一
面
1
2
行
書
。
遊
紙
が
首
部

　
に
一
丁
、
尾
部
に
六
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
八
0
丁
。
1
2
－
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。

　
書
入
・
貼
紙
等
は
存
し
な
い
。
漢
字
・
片
仮
名
表
記
。
虫
損
多
し
。
『
道
空
諦
全
旧

　
蔵
書
目
録
－
哲
誠
文
庫
（
関
山
文
庫
）
1
』
（
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
図
書
館
発

　
行
”
昭
4
5
・
6
）
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
浄
土
宗
西
山
派
談
林
・
亀
足
山
正
覚
寺
第

　
四
十
六
世
道
空
諦
全
上
人
哲
誠
大
和
尚
（
一
八
六
六
～
一
九
二
五
）
旧
蔵
書
の
一
。

　
奥
書
が
以
下
の
如
く
あ
る
。

　
　
A
兼
如
本

　
　
　
朱
ヲ
以
テ
引
タ
ル
点
ハ
心
前
本
二
在
之
幽
斎
御
本
二
無

　
　
　
之
事
二
引
也
同
事
ナ
ル
ヲ
ハ
一
切
点
ヲ
不
引
幽
斎
御
本

　
　
　
ハ
菊
亭
殿
中
院
殿
江
談
合
ニ
テ
御
調
ノ
本
也
句
キ
リ
朱

　
　
　
引
ハ
幽
斎
御
本
ヲ
写
者
也

　
　
　
（
一
行
空
白
）

　
　
B
後
成
恩
寺
関
白
兼
良
公
作
也

　
　
　
（
一
行
空
白
）

　
　
C
右
根
源
紗
依
柳
営
御
所
望
後
成
恩
寺
関
白
蝋
鞭
松
好
鵜

　
　
　
不
披
見
一
紙
之
書
被
書
進
之
ぞ

　
　
　
（
一
行
空
白
）
」

　
　
D
右
之
本
者
園
城
寺
椎
本
宗
羅
居
士
所
持
之
本
也
予
需
之

　
　
　
而
多
日
書
写
者
也

　
　
　
干
時
文
化
四
丁
卯
孟
春
下
洗
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
賀
松
風
亭
稿
塵
謹
誌

書
写
時
期
は
D
の
年
時
、
文
化
4
年
と
見
て
良
い
だ
ら
う
。

こ
れ
ら
の
奥
書
の
内
、
A
B
C
は
、

　
7
内
閣
文
庫
蔵
B
本
〔
一
四
五
・
五
三
〕

　
3
6
天
理
図
書
館
蔵
B
本
〔
三
二
八
・
六
・
四
ご

に
も
見
え
、
以
て
一
系
統
と
見
倣
し
え
よ
う
。

本
書
尾
部
遊
紙
第
二
丁
表
に
、
本
文
と
同
筆
に
て
以
下
の
書
入
れ
が
存
す
る
。

謎骨狂鄙空誹誹俳誹
字藝言言戯講＊譜譜
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古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵
本

　
列
帖
装
2
帖

　
に
し
、
更
に
上
下
に
二
つ
折
り
に
し
た
中
央
を
綴
ぢ
た
も
の
。

　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
E
本

　
表
紙
は
渋
茶
色
無
地
。

　
書
さ
れ
る
。

　
捺
さ
れ
る
。

　
（
長
方
朱
印
）
、

　
以
下
の
通
り
。

　
　
　
上
冊
　
尾
部
遊
紙
三
丁
、
墨
付
七
九
丁
（
正
月
～
六
月
）

　
　
　
下
冊
　
尾
部
遊
紙
五
丁
、
墨
付
三
五
丁
（
七
月
～
十
二
月
）

　
1
2
1
n
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。
朱
・
墨
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数
存
す
る
。

言
ハ
狂
シ
ケ
レ
圧
心
ノ
正
ヲ
云

心
モ
言
モ
狂
シ

詩
ノ
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
テ
ル
　
＊
「
言
」
二
「
唐
」

可
解
不
可
解

言
ノ
有
ノ
マ
・
二
云
イ
ナ
カ
ス

鄙
ノ
言
ヲ
用

ナ
ソ
ナ
リ
句
二
若
餅
ヤ
添
ヘ
ナ
ゲ
ル
モ
ヤ
イ
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
皇
・
二
一
〇
・
〇
九
・
1
〕

（
た
だ
し
、
料
紙
を
上
下
に
二
つ
折
り
に
し
、
折
り
目
の
部
分
を
下
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
一
の
装
丁
に
、
1
7

　
　
　
　
〔
庭
・
二
六
〕
が
あ
つ
た
）
。
1
6
・
6
×
2
3
・
5
㎝
（
横
本
％

　
　
　
　
題
籏
が
表
紙
左
に
貼
ら
れ
「
公
事
根
源
　
上
（
下
）
」
と
墨

内
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
紙
。
蔵
書
印
が
巻
首
に
三
穎

「
神
宮
皇
学
／
館
大
学
／
図
書
之
印
」
（
方
朱
印
）
、
「
本
山
田
氏
家
蔵
」

　
「
名
古
屋
／
大
学
／
図
書
印
」
（
方
朱
印
）
。
一
面
1
2
行
書
。
紙
数
は

ヲ
カ
シ
キ
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

火
ヲ
水
二
云
イ
ナ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

奥
書
は



　
以
下
の
如
し
。

　
　
　
写
本
日
ク

　
　
　
　
　
　
幽
斎
御
本
に
て
校
之

　
「
幽
斎
御
本
」
は
、
諸
伝
本
の
奥
書
や
書
入
れ
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
が
、
本
書
と
同

　
文
の
も
の
は
存
し
な
い
。
江
戸
初
期
写
。
な
ほ
、
本
書
に
関
し
て
は
『
名
古
屋
大
学

　
蔵
書
目
録
　
古
書
の
部
第
一
集
　
神
宮
皇
学
館
文
庫
』
（
昭
3
7
・
2
）
3
8
頁
に
「
二

　
条
兼
良
］
二
一
〇
・
〇
九
・
I
　
　
n
公
事
根
源
］
二
巻
　
写
　
一
七
x
二
四
㎝
　
原

　
本
は
幽
斎
本
の
校
訂
本
」
と
掲
出
さ
れ
る
。
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都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
〔
貴
・
三
三
六
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
本
書
の
書
誌
に
関
し
て
は
、
既
に
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
図
書
部
編
『
京
都
府
立

　
総
合
資
料
館
貴
重
書
目
録
』
（
昭
4
6
・
3
）
に
記
載
を
見
る
。
以
下
の
如
し
。

　
一
条
兼
良
著
　
袋
三
ヵ
所
綴
　
渋
引
表
紙
　
三
〇
×
二
一
・
二
糎
　
十
行
　
墨
付
百

　
十
七
丁
　
内
題
「
公
事
根
源
」
　
蔵
印
「
中
原
」
「
出
納
」
（
江
戸
時
代
初
期
写
　
原

　
に
〔
以
下
奥
書
ヲ
引
ク
、
略
之
〕
と
あ
る
も
の
の
写
　
特
二
五
三
－
七
）
（
前
掲
書

　
・
五
八
頁
）

　
原
本
に
あ
た
り
直
し
た
。
若
干
補
訂
を
要
す
る
。
大
和
綴
1
冊
。
外
題
は
存
し
な
い
。

　
内
題
は
端
作
題
。
表
紙
は
丁
子
引
横
波
文
様
。
寸
法
は
、
三
〇
・
一
x
二
一
㎝
と
す

　
べ
き
か
。
一
面
9
行
書
。
尾
部
に
遊
紙
一
丁
が
置
か
れ
る
。
蔵
書
印
は
、
墨
付
第
五

　
丁
（
目
録
ノ
直
後
、
本
文
部
分
ノ
冒
頭
）
表
右
に
二
穎
捺
さ
れ
、
「
中
原
」
（
長
方
朱

　
印
、
陰
刻
）
「
出
／
納
」
（
菱
形
朱
印
、
双
郭
）
。
首
部
に
目
録
（
四
丁
分
）
が
あ
る
。

　
全
冊
に
わ
た
つ
て
、
朱
・
墨
筆
で
書
入
れ
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
ま
ま
同
筆
に
て
貼
紙

　
が
あ
る
。
1
2
1
n
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
（
翻
刻
に
際
し
て
は
、

　
前
記
目
録
の
記
載
を
参
考
に
し
た
）
。

　
　
A
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
畢
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
悼
」

　
　
B
右
の
本
は
後
成
恩
寺
殿
下
い
ま
た
う
ち
の
お
と
㌧
と
申
侍
り

　
　
　
け
る
比
し
る
し
を
か
せ
給
ぬ
あ
ま
ね
く
世
に
流
布
せ

　
　
さ
る
に
や
此
外
戚
の
卿
　
内
江
め
さ
る
㌧
よ
し
申
さ
れ

　
　
し
を
か
た
と
き
の
程
と
て
借
リ
三
た
り
の
筆
を
以
て
文

　
　
亀
三
の
と
し
末
の
秋
中
の
十
日
に
う
つ
し
侍
り
ぬ
彼

　
　
本
に
せ
か
き
に
う
つ
し
た
る
本
な
れ
は
筆
の
あ
と
た
し
か

　
　
な
ら
す
か
た
の
や
う
二
う
つ
し
と
＼
め
ぬ
の
ち
に
し
や
う

　
　
に
て
よ
み
あ
は
す
へ
き
者
也

　
　
　
　
ま
し
は
り
は
か
る
お
ほ
き
三
の
く
ら
ゐ
藤
基
春
」

　
C
《
環
翠
軒
宗
尤
自
筆
本
奥
書
日
但
真
字
カ
タ
カ
ナ
字
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
そ
は
し

　
　
※
《
　
》
内
ハ
朱
書

　
D
　
故
禅
閤
御
鉛
也
本
為
上
下
二
冊
令
為
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
埃
隠
隻
冬
良

　
E
　
　
以
如
斯
奥
書
本
重
校
阜
　
　
宣
賢
印
」

　
F
斯
公
事
根
元
抄
者
亜
相
兼
賢
卿
聚
考
類
妙
就
其

　
　
宣
而
令
書
写
給
即
塚
彼
本
速
水
良
益
染
翰
予
授

　
　
之
実
可
謂
累
世
之
家
珍
突
蓋
多
見
閾
疑
慎
間

　
　
残
事
因
清
家
環
翠
軒
老
翁
華
毫
之
本
請
受

　
　
賢
忠
朝
臣
文
亭
偉
校
令
書
加
而
已
寛
永
庚
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
職
忠
印

B
～
E
ま
で
は
他
本
に
も
ま
ま
見
ら
れ
る
奥
書
で
あ
る
。
奥
書

　
B
　
6
内
閣
文
庫
蔵
A
本
コ
四
五
・
五
八
〕

　
　
　
1
5
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
C
本
〔
五
〇
二
・
九
ご

　
C
　
1
5
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
C
本
〔
五
〇
二
・
九
一
〕

　
D
　
1
2
東
山
御
文
庫
蔵
本
二
四
四
・
二
ご

　
　
　
1
4
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
B
本
〔
一
七
五
・
四
七
五
〕

　
　
　
1
5
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
C
本
〔
五
〇
二
・
九
一
〕

　
　
　
3
1
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
B
本
〔
吉
二
三
・
二
一
〕

て本
也
》

と
に
示
せ
ば
、
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3
4
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
E
本
〔
吉
二
三
・
二
三
〕

　
　
E
　
3
1
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
B
本
〔
吉
二
三
・
二
一
〕

　
　
　
　
3
4
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
E
本
〔
吉
二
三
・
二
三
〕

　
と
な
る
。
た
だ
し
、
奥
書
F
を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、
本
書
は
、
寛
永
1
7
年
（
庚
辰
）

　
に
中
原
職
忠
が
清
原
家
本
を
書
写
し
た
も
の
の
転
写
本
で
あ
る
か
ら
、
前
記
諸
本
と

　
直
接
的
な
親
子
関
係
に
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
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阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
〔
甲
和
四
七
六
〕

　
袋
綴
装
1
冊
。
3
0
・
6
x
2
1
・
7
㎝
。
表
紙
は
丁
子
引
横
縞
文
様
。
外
題
・
内
題
は

　
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
首
部
に
遊
紙
が
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
五
〇
丁
。

　
朱
筆
に
よ
る
書
入
れ
、
朱
墨
筆
に
よ
る
貼
紙
が
存
す
る
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

　
　
A
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜
　
内
大
臣
兼
良
公

　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
偉

　
　
B
成
恩
寺
殿
御
作
（
以
下
略
）

　
　
　
後
成
恩
寺
殿
御
作
（
以
下
略
）

　
　
　
後
普
光
園
摂
政
御
作
（
以
下
略
）

　
　
C
故
禅
閤
御
抄
也
本
為
上
下
二
冊
令
為
一
冊
可
秘
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
膜
隠
嬰
冬
浪
宣
賢

　
　
D
以
如
斯
御
奥
書
本
重
校
合
阜

　
　
　
　
　
　
重
而
校
合
以
秘
本
見
合
也

　
　
B
の
部
分
は
、

　
　
　
1
2
東
山
御
文
庫
蔵
本
二
四
四
・
二
ご

　
　
　
3
1
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
B
本
〔
吉
二
三
・
二
一
〕

　
　
　
3
4
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
E
本
〔
吉
二
三
・
二
三
〕

　
な
ど
に
見
え
た
、
経
嗣
・
兼
良
・
良
基
の
著
作
目
録
で
あ
る
。

　
C
に
関
し
て
は
前
項
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
D
は
、

　
　
　
3
1
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
B
本
〔
吉
二
三
二
二
〕

　
に
見
え
る
。
従
つ
て
、
系
譜
上
本
書
と
最
も
近
接
す
る
で
あ
ら
う
伝
本
は
、
3
1
天
理

　
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
B
本
〔
吉
二
三
・
二
一
〕
で
あ
る
と
断
じ
得
よ
う
。
た
だ
し
、

吉
田
家
本
の
転
写
本
と
は
考
へ
に
く
く
、
広
い
意
味
で
兄
弟
本
と
解
し
て
お
く
の
が

　
良
い
だ
ら
う
。
な
ほ
、
奥
書
に
続
い
て
貼
紙
で
、
以
下
の
如
き
識
語
が
あ
る
。

　
　
　
右
の
本
は
後
成
恩
寺
の
殿
下
い
ま
た
う
ち
の
お
と
㌧
と
申
侍
り
け
る
比
し
る
し

　
　
　
を
か
せ
給
ぬ
あ
ま
ね
く
世
に
流
布
せ
さ
る
に
や
／
此
本
う
ち
の
卿
内
へ
め
さ
る

　
　
　
よ
し
申
さ
れ
し
を
か
た
時
の
程
と
て
か
り
み
た
り
の
筆
を
も
て
文
亀
三
の
と
し

　
　
　
末
の
秋
中
の
／
十
日
に
写
し
侍
り
ぬ
彼
本
に
せ
か
き
に
写
し
た
る
本
な
れ
は
筆

　
　
　
の
あ
と
た
し
か
な
ら
す
か
た
の
や
う
に
う
つ
し
と
、
め
ぬ
／
の
ち
に
正
本
に
て

　
　
　
よ
み
あ
は
す
へ
き
も
の
な
り
＼
ま
し
は
る
は
か
る
お
ほ
き
み
の
位
藤
基
春
／
＼

　
　
　
故
禅
閤
御
鉛
也
本
為
上
下
二
冊
今
為
一
冊
／
桃
蹟
隠
里
冬
良
／
以
如
斯
奥
書
本

　
　
　
重
校
－
　
宣
賢
印
／
此
墨
書
ノ
分
板
行
ノ
所
也
〔
筆
者
日
、
以
上
朱
筆
也
〕

　
　
　
／
兼
如
本
／
朱
ヲ
以
テ
引
タ
ル
点
ハ
前
本
二
在
之
幽
斎
御
本
二
無
之
事
二
引
也

　
　
　
同
事
ナ
ル
ヲ
ハ
一
切
点
ヲ
不
引
／
幽
斎
御
本
ハ
菊
亭
殿
中
院
殿
へ
読
合
ニ
テ
御

　
　
　
シ
テ
ノ
本
也
句
キ
リ
朱
引
ハ
幽
斎
御
本
ヲ
写
者
也
／
後
成
恩
寺
兼
良
公
作
此
本

　
　
　
彼
是
五
本
を
校
合
狼
不
可
出
闘
外
也
　
壺
安

　
末
尾
の
「
壺
安
」
と
は
壷
井
義
知
（
一
六
五
七
～
一
七
三
五
）
の
こ
と
。
た
だ
し
、

　
本
文
も
義
知
の
筆
に
な
る
か
は
判
断
つ
き
か
ね
る
。
江
戸
初
～
中
期
写
。
本
文
未
精

　
査
。
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沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫
蔵
本
〔
特
・
一
六
〇
三
・
八
・
ご

　
「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
第
八
冊
の
内
。
袋
綴
装
1
冊
。
2
3
・
3
×
1
7
・
2
㎝
。

　
表
紙
は
薄
茶
色
無
地
。
題
籏
が
二
種
以
下
の
如
く
墨
書
さ
れ
貼
付
さ
れ
る
。

松 朝
壷
本 廷
公 部

採 八
集
遺
編
類
纂

八
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内
題
が
二
種
存
し
、
扉
題
「
松
雲
公
遺
稿
古
文
類
纂
　
八
」
、
端
作
題
「
原
本
公
事

根
源
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
蔵
書
印
が
巻
首
に
一
穎
捺
さ
れ
、
「
加

越
／
能
文
／
庫
印
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
一
面
7
行
書
。
『
公
事
根
源
』
は
巻
頭
に

置
か
れ
、
そ
の
他
に
八
編
が
収
め
ら
れ
る
。
紙
数
（
墨
付
）
は
以
下
の
通
り
。

　
　
目
録
　
…
…
…
…
…
…
－
9
…
…
…

　
　
原
本
公
事
根
源
　
…
…
…
…
…
…

　
　
殿
上
淵
酔
　
…
…
…
…
…
…
：
・
…

　
　
相
国
歴
名
　
…
…
…
…
…
…
－
・
…

　
　
菅
儒
侍
読
臣
・
年
譜
　
…
…
…
…

　
　
立
坊
学
士
　
…
…
…
…
…
…
－
曹
…

　
　
浴
殿
儒
　
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…

　
　
頼
朝
卿
状
案
　
…
…
…
…
…
…
－
・

　
　
鹿
准
法
付
諸
家
　
…
…
…
…
…
…

　
　
義
詮
将
軍
宣
下
行
列
附
　
：
：
－
…

こ
の
他
に
、
遊
紙
が
、

方
拝
か
ら
小
朝
拝
ま
で
と
、

末
」
と
あ
り
）
の
み
の
抜
粋
。

　
　
　
　
上
巻
早

10　　9　　14　　2　　5　　20　　19　　21　　8　　1

丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁

首
部
に
二
丁
尾
部
に
一
丁
置
か
れ
る
。

　
　
（
改
面
し
た
上
で
）

　
　
　
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

〔
総
計
一
〇
九
丁
〕

　
　
　
　
　
内
容
は
、
正
月
・
四

雷
鳴
陣
（
抄
出
記
事
冒
頭
に
「
巻

　
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜
偏
為
嬰
児
也
外
見

　
　
有
揮
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
右
原
本
公
事
根
源
上
巻
｝
冊

　
　
　
　
存
在
実
希
世
・
琢
本
訴

書
写
者
は
、
本
叢
書
の
編
纂
者
で
あ
る
森
田
平
次
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

本
書
は
抄
出
本
な
の
で
、
系
統
等
も
判
然
と
は
し
な
い
が
、
以
下
の
点
は
確
認
の
上

注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
①
目
録
・
端
作
題
（
摸
写
）
・
奥
書
に
「
原
本
公
事
根
源
」
と
あ
る
の
で
、
親
本

　
　
に
お
い
て
も
か
か
る
記
載
が
あ
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
端
作
題
は
、
そ
の
直
後

　
　
　
に
墨
で
波
線
が
行
間
に
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
親
本
に
お
い
て
、
多
く
の
『
公

　
　
　
事
根
源
』
諸
本
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
、
内
題
は
存
せ
ず
、
外
題
の
み
で
あ
り
、

　
　
　
そ
の
外
題
を
あ
た
か
も
端
作
題
と
し
て
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
1
即
ち
、
も
と

　
　
　
も
と
の
内
題
・
端
作
題
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
所
為
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
従
つ
て
、
「
原
本
」
な
る
記
載
は
、
親
本
段
階
に
お
い
て
既
に
存
在
し
た
の
だ

　
　
　
ら
う
。
む
ろ
ん
、
「
原
本
」
と
い
ふ
記
載
そ
れ
自
身
は
後
人
の
追
記
で
あ
ら
う

　
　
　
が
、
本
文
は
兼
良
自
筆
か
と
推
さ
れ
る
（
即
ち
、
原
本
と
認
定
し
う
る
）
ほ
ど

　
　
　
の
古
写
本
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。

　
　
ω
親
本
は
上
巻
の
み
の
零
本
で
あ
つ
た
。

　
尊
経
閣
文
庫
に
は
、
以
下
の
『
公
事
根
源
』
が
現
蔵
さ
れ
る
。

　
　
4
尊
経
閣
文
庫
蔵
A
本
〔
七
・
二
四
〕

　
　
5
尊
経
閣
文
庫
蔵
B
本
〔
七
・
一
七
九
・
金
〕

　
両
書
と
も
完
本
で
あ
り
、
ま
た
奥
書
の
あ
り
や
う
か
ら
見
て
、
本
書
と
の
（
直
接
的
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
な
）
関
係
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
ま
た
、
調
査
し
得
た
諸
本
に
零
本
も
存
す
る
が
、
2

　
や
は
り
本
書
と
の
関
係
は
な
い
。
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府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
〔
寅
・
六
（
内
〇
四
五
五
二
）
〕

　
原
本
未
調
査
。
以
下
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
〔
N
一
五
八
〕
に
よ
る
調

　
査
で
あ
る
。

　
袋
綴
装
1
冊
。
表
紙
は
丁
子
引
縦
縞
刷
毛
目
文
様
。
外
題
は
打
付
書
で
以
下
の
如
く

　
あ
る
。

　
年
中
行
事
　
完

公
事
根
元
古
写
本
　
完

表
紙
見
返
し
が
剥
離
し
あ
た
か
も
首
部
遊
紙
の
如
く
な
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
表
中
央

に
端
作
題
が
あ
り
「
年
中
行
事
　
全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内
題
は
存
し
な
い
。
巻
首



に
蔵
書
印
が
一
穎
捺
さ
れ
、
「
潜
龍
／
閣
蔵
／
書
記
」
（
方
朱
印
？
）
と
あ
る
。
徳
川

斉
昭
（
一
八
O
O
～
一
八
六
〇
）
旧
蔵
。
一
面
2
1
行
書
。
墨
付
三
九
丁
。
巻
末
に
以

下
の
如
き
奥
書
が
存
す
る
。

　
A
這
本
者
以
陰
陽
寮
在
富
自
筆
之
本
書
写
之
功
旱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
彼
之
本
雛
平
仮
名
也
予
為
倉
卒
用
。
仮
名
者
也

　
　
　
大
永
四
年
甲
申
卯
月
十
五
日
　
　
朱
印
什
讃
齢
六
」

　
B
　
右
書
写
校
合
阜

　
　
　
享
保
五
念
初
冬
十
一
日

C
講
藷
而
古
秀
見
食
可
葵
朱
歎

　
　
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嫡
氏

　
奥
書
A
・
B
・
C
は
、

　
　
4
2
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
D
本
〔
二
〇
五
七
・
二
六
〕

　
に
も
見
え
た
も
の
で
あ
る
。
4
2
本
は
明
治
期
の
謄
写
本
で
あ
る
の
で
、
そ
の
原
本
は

　
あ
る
い
は
当
該
彰
考
館
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ら
う
。

　
因
み
に
、
『
国
書
総
目
録
』
他
に
よ
る
と
、
彰
考
館
に
は
い
ま
一
部
、
三
冊
本
（
文

　
化
7
年
写
）
が
所
蔵
さ
れ
る
由
だ
が
、
未
調
。
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松
學
舎
大
學
附
属
図
書
館
蔵
本
〔
二
一
〇
・
〇
九
・
K
〕

　
『
国
書
総
目
録
』
未
載
。
『
二
松
學
舎
大
學
附
属
図
書
館
和
書
目
録
』
（
昭
6
3
・
3
）

　
二
六
七
頁
所
掲
。
秩
入
。
蛛
題
籏
「
公
事
根
元
　
一
条
兼
良
編
」
。
袋
綴
装
2
冊
。

　
2
5
・
3
×
2
0
・
1
㎝
。
灰
色
無
地
の
表
紙
。
表
紙
中
央
に
打
付
書
で
「
公
事
根
元

　
上
（
下
）
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
た
だ
し
後
人
の
手
に
よ
る
か
。
内
題
は
存
し
な
い
。

　
本
文
料
紙
は
楮
斐
混
漉
。
蔵
書
印
が
両
冊
巻
首
巻
尾
に
各
二
穎
捺
さ
れ
、
「
二
松
學

　
舎
大
學
図
書
館
」
（
長
方
朱
印
、
双
郭
）
「
二
松
學
／
舎
大
學
／
図
書
館
」
（
方
朱
印
）

　
と
あ
る
。
一
面
1
0
行
書
。
紙
数
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
上
冊
　
首
部
遊
紙
一
丁
、
墨
付
五
三
丁
（
～
当
宗
祭
）

　
　
　
下
冊
　
首
部
遊
紙
一
丁
、
墨
付
五
九
丁
（
梅
宮
祭
～
）

　
1
2
！
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
朱
・
墨
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数
存
す
る
。
奥
書
は

　
以
下
の
如
し
。

　
　
A
　
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
皐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮

　
B
文
政
十
二
己
丑
年
夏
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
正
次
郎
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
義
子
方
（
印
二
種
ア
リ
）

　
A
は
本
文
と
同
筆
、
B
は
後
人
の
筆
。
本
書
に
ま
ま
「
幽
斎
御
本
」
と
の
校
合
が
な

　
さ
れ
る
。
江
戸
初
期
写
（
因
み
に
、
前
引
『
二
松
學
舎
大
學
附
属
図
書
館
和
書
目
録
』

　
は
書
写
年
不
明
と
す
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
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京
国
立
博
物
館
資
料
館
蔵
本
〔
和
二
二
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
『
国
書
総
目
録
』
未
載
。
東
京
国
立
博
物
館
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
古
文
献
検
索
（
帝

　
室
本
和
書
）
デ
ー
タ
ベ
！
ス
（
耳
暮
く
＼
蓑
搾
言
5
曽
●
甘
＼
＆
。
＼
留
9
＼
O
o
一
≧
0
2
レ
け

　
艮
）
に
よ
つ
て
所
在
を
知
り
得
た
も
の
。
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館

　
蔵
書
目
録
　
和
書
一
』
（
9
8
・
3
）
に
も
所
掲
。
袋
綴
装
1
冊
。
2
6
・
5
×
1
9
・
4

　
㎝
。
紺
無
地
の
表
紙
。
表
紙
左
に
打
付
書
で
「
公
事
根
元
抄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
内

　
題
は
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
楮
斐
混
漉
。
蔵
書
印
が
巻
首
に
二
穎
捺
さ
れ
、
「
帝

　
国
／
博
物
館
／
図
書
」
（
方
朱
印
）
、
「
今
出
／
河
／
蔵
書
」
（
方
朱
印
）
と
あ
る
。
後

　
者
は
、
『
圖
書
陵
叢
刊
　
書
陵
部
蔵
書
印
譜
　
上
』
（
明
治
書
院
“
9
6
・
3
）
三
九

　
頁
に
①
と
し
て
所
掲
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
。
今
出
河
（
菊
亭
）
家
旧
蔵
。
一
面
1
0
行
。

　
巻
尾
に
遊
紙
が
一
丁
置
か
れ
、
墨
付
は
七
六
丁
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
1
1
1
b
あ
り
。
朱

　
・
墨
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数
存
す
る
。
奥
書
は
以
下
の
如
し
。

　
　
　
応
永
廿
九
年
正
月
＋
二
日
書
之
阜
後
畷
鑛

　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮



　
本
書
に
は
驚
頭
に
多
数
の
注
が
記
さ
れ
る
（
本
文
と
同
筆
欺
）
。
多
く
は
漢
籍
か
ら

　
の
引
用
。
料
紙
天
部
は
や
や
広
め
に
空
白
が
置
か
れ
書
写
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
書
写

　
す
る
時
点
で
既
に
、
本
文
書
写
後
籠
頭
に
注
を
施
す
意
図
が
あ
つ
た
か
と
想
像
さ
れ

　
る
。
一
例
を
示
す
。

　
　
　
後
漢
書
云
／
歳
首
為
介
／
朝
賀
其
儀
／
夜
漏
未
尽
／
七
刻
鐘
鳴
／
受
賀
及
賛
／

　
　
　
二
千
石
以
上
上
／
殿
称
万
歳
」
挙
膓
御
坐
／
所
賜
宴
饗
／
大
作
楽
番
（
正
月
・

　
　
　
朝
賀
）
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立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
旧
蔵
本
〔
H
l
七
四
三
ー
一
六
二
〕

　
『
国
書
総
目
録
』
未
載
。
原
本
未
調
査
。
以
下
は
紙
焼
本
に
よ
る
調
査
。

　
本
書
に
関
し
て
は
、
川
瀬
一
馬
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
（
私
家
版
ロ
昭
5
7
・
1
1
）

　
に
、
以
下
の
如
き
記
載
を
見
る
。

　
　
　
公
事
根
源
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
朋
4
3

　
　
　
寛
永
二
十
一
年
窺
。
巻
首
に
「
華
山
藏
書
之
印
」
朱
印
記
を
捺
す
。
美
濃
本
、

　
改
装
。

　
　
　
（
前
掲
目
録
三
三
頁
）

　
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
「
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（
耳
暮
く
＼
薯
葺
器

　
ζ
冨
ざ
面
ρ
甘
≧
8
＼
マ
3
山
区
①
〆
耳
巨
）
に
よ
る
と
（
抄
記
）
、

　
　
【
資
　
料
　
名
　
称
】
公
事
根
源

　
　
【
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
】
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書

　
　
【
指
　
　
　
　
　
定
】
指
定
”
未
指
定

　
　
【
数
　
　
　
　
　
量
】
1

　
　
【
法
　
　
　
　
　
量
】
縦
2
5
・
6
㎝
　
横
1
9
・
8
㎝
　
高
1
・
2
㎝

　
　
【
材
　
　
　
　
　
質
】
1

　
　
【
実
物
・
模
造
】
実
物

　
　
【
尺
　
　
　
　
　
度
】
ー

　
　
【
製
作
年
代
】
さ
扇
長
世
紀
嵩
山
時
代
一
江
戸
時
代
元
号
り
寛
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
年

　
【
使
　
　
用
　
　
地
】
ー

　
【
資
　
料
　
番
　
号
】
H
1
7
4
3
－
1
6
2

　
【
備
　
　
　
　
　
考
】
第
四
三
箱
（
三
）
　
寛
永
二
十
一
年
写
　
典
籍

と
あ
る
。
以
下
紙
焼
本
よ
り
判
明
す
る
、
上
記
記
載
内
容
以
外
の
書
誌
事
項
の
み
記

す
。袋

綴
装
1
冊
。
外
題
が
表
紙
左
に
打
付
書
で
「
公
事
根
元
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
ま
た

表
紙
右
上
隅
に
「
陸
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
旧
蔵
書
の
分
類
メ
モ
か
と
お
も

は
れ
る
。
筆
蹟
は
外
題
よ
り
も
若
千
時
代
が
下
る
か
。
巻
頭
に
三
丁
分
目
録
を
置
く
。

内
題
は
存
し
な
い
。
一
面
1
2
行
書
。
墨
付
七
一
丁
。
1
2
1
1
1
a
・
1
2
－
1
1
b
あ
り
。

ま
れ
に
墨
筆
に
て
ふ
り
が
な
等
の
書
入
れ
が
あ
る
（
本
文
と
同
筆
か
）
。
奥
書
は
以

下
の
通
り
。

　
A
　
慮
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
旱
　
内
大
臣

　
（
二
行
分
空
白
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
B
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
（
一
行
分
空
白
）

　
C
右
の
本
は
後
成
恩
寺
の
殿
下
い
ま
た
内
の
お
と
＼
と
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
侍
り
け
る
比
し
る
し
を
か
せ
給
ぬ
あ
ま
ね
く
世
に
流
希
せ

　
　
ら
る
に
や
此
外
う
ち
の
卿
内
へ
め
さ
る
、
よ
し
申
さ
れ
し
を

　
　
か
た
時
の
程
と
て
か
り
み
た
り
筆
を
も
て
文
亀
三
の

　
　
と
し
末
の
秋
中
の
十
日
に
う
つ
し
侍
り
ぬ
彼
本
に
せ
」

　
　
か
き
に
う
つ
し
た
る
本
な
れ
は
筆
の
あ
と
た
し
か
な
ら
す

　
　
か
た
の
や
う
に
う
つ
し
と
㌧
め
ぬ
の
ち
に
せ
う
本
に
て
よ
み

　
　
あ
は
す
へ
き
者
也

　
（
一
行
分
空
白
）

　
　
　
　
ま
し
は
り
は
か
る
お
ほ
き
三
の
く
ら
ゐ
藤
基
春

　
（
｝
行
分
空
白
）

　
D
　
　
右
如
本
錐
至
奥
書
等
不
残
於
一
字



　
　
　
　
　
為
慰
老
心
書
写
之
也
恐
有
字
之
違
庶
幾
後
見
人

　
　
　
　
　
改
之
云

　
　
　
　
　
干
時
寛
永
廿
一
年
九
月
廿
四
日
甲
刻
写
之
終

　
前
記
目
録
及
び
歴
博
側
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
末
尾
の
寛
永
2
1
年
を
以
て
書
写
時

　
期
と
判
断
し
て
ゐ
る
訳
だ
が
、
筆
蹟
か
ら
見
る
限
り
、
首
肯
し
う
る
判
断
で
あ
る
。

　
よ
し
ん
ば
こ
の
折
の
書
写
で
は
な
い
と
し
て
も
、
江
戸
初
期
を
下
る
と
は
思
へ
な
い
。
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立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
奈
良
暦
師
吉
川
家
旧
蔵
本
〔
H
・
六
七
九
・
八
・
九
七
〕

　
『
国
書
総
目
録
』
未
載
。
原
本
未
調
査
。
以
下
は
紙
焼
本
に
よ
る
調
査
。

　
ま
た
、
前
掲
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
（
抄

　
記
）
、

　
　
【
資
料
名
称
】
公
事
根
源

　
　
【
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
】
奈
良
暦
師
吉
川
家
旧
蔵
資
料

　
　
【
指
　
　
　
　
　
定
】
指
定
”
未
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
【
数

　
【
法

　
【
材

　
【
実

　
【
尺

　
【
製

　
【
使

　
【
資

　
【
備

と
あ
る
。

す
。

物
・
模

作
　
年

用
料
　
番

量
】

量
】
縦
2
4
・
7
㎝

質
】
1

造
】
実
物

度
】
ー

代
】
佃

地
】
1

号
】

考
】
厚
さ
”
2
．

以
下
紙
焼
本
よ
り
判
明
す
る
、

横
1
7
・
2
㎝

H
1
6
7
9
1
8
1
9
7

　
　
　
　
　
0
㎝

　
　
　
　
　
　
上
記
記
載
内
容
以
外
の
書
誌
事
項
の
み
記

大
和
綴
装
1
冊
。
外
題
が
表
紙
左
中
央
に
打
付
書
で
「
公
事
根
源
全
」
と
墨
書
さ

れ
る
。
巻
頭
に
三
丁
半
分
目
録
を
置
く
。
内
題
は
存
し
な
い
。
一
面
8
行
書
。
墨
付

一
一
七
丁
。
1
2
1
n
a
・
1
2
1
n
b
あ
り
。
ま
れ
に
墨
筆
に
て
ふ
り
が
な
等
の
書
入

れ
が
あ
る
（
本
文
と
同
筆
か
）
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

　
　
天
明
三
年
喉
二
月
吉
［
一
字
分
判
読
不
可
］
与
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川

末
尾
の
「
古
川
」
は
七
～
八
文
字
を
墨
に
て
消
し
て
上
書
さ
れ
て
ゐ
る
。
も
と
の
文

字
は
判
読
し
難
い
が
、
末
尾
一
文
字
は
花
押
か
と
も
思
は
れ
る
。
奥
書
の
筆
蹟
と
本

文
の
筆
蹟
と
は
同
一
人
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
本
書
の
書
写
時
期
は
、
天
明
3
年
か

そ
の
少
し
前
あ
た
り
で
あ
ら
う
。
江
戸
中
期
写
と
い
ふ
点
は
動
く
ま
い
。

奥
書
の
直
前
に
「
御
内
裏
御
殿
事
」
と
い
ふ
、
通
行
の
『
公
事
根
源
』
に
は
見
え
ぬ

項
目
が
付
加
さ
れ
て
ゐ
る
。
内
裏
の
諸
門
・
殿
舎
等
の
概
説
を
内
容
と
す
る
。

本
文
中
に
「
私
幽
斎
御
本
に
て
右
之
点
二
凡
ニ
ア
リ
需
ハ
あ
き
て
／
有
な
か
ら
こ
と

は
り
は
な
し
」
（
四
月
告
朔
ノ
末
尾
）
と
見
え
、
幽
斎
本
と
の
接
触
の
痕
跡
を
残
し

て
ゐ
る
。

【
補
記
】

　
伝
本
調
査
に
あ
た
り
、
蔵
書
の
調
査
・
写
真
撮
影
等
に
ご
便
宜
を
頂
い
た
所
蔵
機
関
各

位
に
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、
伝
本
の
系
統
論
に
ま
で
論
を
及
ぼ
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
だ

そ
の
段
階
に
立
ち
至
ら
な
い
。
奥
書
・
識
語
な
ど
を
以
て
、
お
お
ま
か
に
諸
本
を
分
類
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
ら
う
し
、
現
に
、
小
論
の
な
か
で
も
間
歌
的
に
で
は
あ
る
が
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
触
れ
て
は
来
た
。
け
れ
ど
も
、
奥
書
・
識
語
の
な
い
伝
本
も
多
く
、
ま
た
、

応
永
2
9
年
の
兼
良
の
奥
書
の
み
を
持
つ
伝
本
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
分
類
不
能
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
れ
で
は
十
全
た
る
系
統
論
と
は
な
り
え
な
い
と
判
断
し
、
と
り
あ
へ
ず
、
諸

本
の
概
要
を
知
る
た
め
に
書
誌
的
事
項
の
記
述
と
若
干
の
考
察
を
施
す
こ
と
で
、
中
間
報

告
と
し
た
い
。

　
最
後
に
、
『
国
書
総
目
録
』
他
に
よ
つ
て
、
そ
の
存
在
を
確
認
し
つ
つ
も
、
い
ま
だ
調

査
に
及
べ
な
か
つ
た
伝
本
を
以
下
に
掲
げ
て
、
以
て
続
稿
を
自
ら
に
課
す
あ
か
し
と
し
た

い
。
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［
写
本
］

　
①
東
北
大
学
狩
野
文
庫
（
寛
政
4
年
写
、
3
巻
1
冊
）
〔
狩
・
六
・
三
〇
五
四
二
・
一
〕

　
ω
宮
城
教
育
大
学
（
「
公
事
根
元
」
、
1
冊
、
板
本
の
写
か
）

　
⑬
弘
前
市
立
図
書
館
（
「
公
事
根
元
」
、
文
化
1
2
年
写
、
1
冊
）

　
㈲
彰
考
館
（
文
化
7
年
写
、
3
冊
）

　
⑤
神
宮
文
庫
（
3
冊
）

　
⑥
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
（
尾
張
本
、
2
巻
1
冊
）

　
①
水
谷
川
家
（
1
冊
）

　
⑧
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
福
田
文
庫

　
㈲
竜
門
文
庫
（
3
巻
3
冊
）
〔
二
〇
八
〕
江
戸
初
期
写

　
⑳
萩
毛
利
家
（
慶
安
4
年
写
）

　
⑪
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
（
「
公
事
根
元
抄
」
）
〔
L
一
二
九
七
三
〇
〕
　
※

　
　
慶
長
頃
写

　
　
　
※
『
蘇
諒
漱
響
叡
艀
鄭
古
写
本
・
古
刊
本
目
録
』
（
昭
6
1
・
2
）
　
一
五
〇
頁
・
上

　
　
　
　
段
所
掲

　
　
　
※
6
0
丁
（
秩
入
）
、
2
7
㎝
、
0
年
未
詳
林
鐘
（
六
月
）
中
旬
書
写
奥
書

　
働
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
一
七
四
号
（
平
1
3
・
1
0
）
所
掲
本

　
　
　
※
「
5
3
年
中
行
事
抄
　
一
冊
　
三
五
〇
，
O
O
O
円
　
江
戸
初
期
写
　
巻
末
に
（
略
）

　
　
　
　
と
あ
り
、
秩
題
簸
は
「
一
条
兼
良
奥
書
本
」
と
す
る
和
大
　
秩
入
り
」
と
記
載

　
　
　
　
さ
る
。

奥
書
部
分
の
写
真
版
が
掲
出
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
慮
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
阜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
　
　
　
　
　
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
偉

と
あ
る
。
「
年
中
行
事
抄
」
と
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
す
に
、
内
題
は
存
し
て

ゐ
な
い
の
だ
ら
う
。
書
写
時
期
は
、
江
戸
初
期
と
い
ふ
よ
り
も
、
元
禄
前
後
と
す
べ
き
か
。

　
［
板
本
〕

①
元
和
古
活
字
本
（
3
巻
3
冊
）

　
お
茶
の
水
図
書
館
成
貰
堂
文
庫

　
竜
門
文
庫

　
国
会
図
書
館
※
『
国
書
総
目
録
』
未
載

　
　
出
版
年
月
〔
元
和
年
間
〕
／
資
料
形
態
〔
1
2
6
〕
丁
・
2
1
㎝
・
和
装
／
注
記

　
　
〔
毎
半
葉
9
行
平
仮
名
交
り
古
活
字
版
書
入
れ
あ
り
、
中
山
日
意
上
人
、
市
野

　
　
迷
庵
旧
蔵
〕
／
印
記
〔
江
戸
市
野
光
彦
蔵
書
記
・
迷
篭
・
市
野
光
彦
・
笙
歌
亭
〕

　
　
N
D
L
C
〔
G
B
4
5
〕
／
N
D
C
〔
2
1
0
．
0
9
〕
／
請
求
記
号
〔
W
A

　
　
7
・
1
5
9
〕

②
慶
安
2
年
刊
（
3
巻
3
冊
）

　
内
閣
文
庫

　
宮
内
庁
書
陵
部

　
（
以
下
多
数
、
略
）

③
刊
年
不
明

　
慶
応
大
学
（
1
冊
）

　
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
（
1
冊
）

　
鈴
鹿
市
立
図
書
館
（
1
冊
）

【
注
】

（
1
）
諸
本
の
多
く
が
以
下
の
奥
書
を
持
つ
（
論
述
の
都
合
上
、
二
段
に
分
か
ち
、
A
・

B
と
記
号
を
冠
し
た
）
。
引
用
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
比
較
的
古
態
を
保
存

し
て
ゐ
る
か
と
察
せ
ら
れ
る
蓬
左
文
庫
蔵
〔
室
町
末
期
写
〕
本
二
〇
一
・
一
一
〕
（
駿

河
御
譲
本
ノ
一
、
書
誌
ハ
後
述
）
乾
冊
末
尾
に
書
さ
れ
る
も
の
に
よ
る
（
こ
の
奥
書
部

分
に
関
し
て
は
諸
本
異
同
は
概
ね
存
し
な
い
）
。

　
A
応
永
廿
九
年
正
月
十
二
日
書
之
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
大
臣

　
B
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
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兼
良
が
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
前
年
の
応
永
2
8
年
7
月
5
日
（
公
卿
補
任
・
尊

経
閣
蔵
『
一
条
殿
伝
』
他
）
だ
か
ら
、
こ
の
「
内
大
臣
」
は
兼
良
そ
の
人
と
見
て
あ
や

ま
た
な
い
（
ち
な
み
に
い
へ
ば
、
こ
の
奥
書
を
持
た
ぬ
伝
本
も
ま
た
多
い
し
、
存
し
て

ゐ
た
と
し
て
も
、
蓬
左
文
庫
本
の
如
く
上
巻
末
に
で
は
な
く
、
下
巻
末
に
あ
つ
た
り
（
む

し
ろ
こ
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
）
、
何
故
か
こ
の
奥
書
だ
け
朱
書
さ
れ
て
ゐ
た
り

す
る
な
ど
、
必
ず
し
も
安
定
的
に
存
し
て
ゐ
る
訳
で
は
な
い
。
従
つ
て
こ
の
奥
書
自
体

の
信
愚
性
を
疑
は
う
と
す
れ
ば
出
来
ぬ
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
例
へ
ば
、
宮
内
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
陵
部
蔵
『
公
事
根
源
抄
』
コ
七
五
・
四
七
五
、
江
戸
中
期
写
〕
に
は
「
△
故
禅
閤

御
抄
也
本
為
上
下
／
二
冊
今
為
一
冊
可
秘
く
／
桃
膜
陰
隻
冬
良
」
と
い
つ
た
息
冬
良

の
兼
良
作
を
証
す
る
識
語
も
見
え
〔
他
二
、
三
本
に
も
同
文
の
識
語
あ
り
〕
、
兼
良
作

ま
で
疑
ふ
必
要
は
、
結
論
的
に
は
、
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
）
。
時
に
兼
良
2
1
歳
。
た

だ
そ
の
後
の
一
文
「
偏
為
嬰
児
也
外
見
有
揮
」
ま
で
が
、
応
永
2
9
年
の
も
の
と
直
ち
に

は
考
へ
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
兼
良
に
と
つ
て
「
嬰
児
」
た
る
べ
き
息
教
房
の
誕

生
は
翌
応
永
3
0
年
で
あ
り
、
応
永
2
9
年
に
は
未
だ
出
生
し
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む

ろ
ん
、
こ
の
言
を
一
般
論
と
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
で
は
「
外
見

有
揮
」
が
綺
麗
に
は
説
明
し
き
れ
な
い
と
思
ふ
か
ら
だ
。
こ
の
奥
書
を
、
教
房
誕
生
と

絡
め
、
か
つ
、
近
時
に
お
け
る
『
公
事
根
源
』
研
究
史
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
を
も
加

へ
つ
つ
敷
街
す
れ
ば
、
次
の
や
う
に
な
ら
う
か
。
即
ち
、
「
私
・
兼
良
は
、
『
建
武
年
中

行
事
』
『
年
中
行
事
歌
合
』
等
々
、
そ
れ
ま
で
の
年
中
行
事
書
を
渉
猟
し
、
か
つ
自
ら

の
見
解
を
も
加
へ
て
、
こ
の
年
中
行
事
書
を
著
述
し
た
（
ロ
A
）
。
そ
の
後
教
房
が
出

生
し
、
実
際
に
教
房
に
与
へ
る
段
に
な
り
、
庭
訓
の
書
で
あ
る
こ
と
を
追
記
し
た
（
目

B
）
」
と
。
ち
な
み
に
、
応
仁
の
乱
に
よ
る
桃
華
坊
文
庫
散
侠
に
も
か
か
は
ら
ず
、
そ

れ
以
前
に
成
つ
た
兼
良
の
著
作
が
（
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
）
一
条
家
に
引
き
続
き
所

蔵
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
（
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
証
拠
か
ら
）
確
実
で
、
さ
き
に
引
い
た
冬

良
の
識
語
な
ど
か
ら
見
て
、
『
公
事
根
源
』
も
そ
の
一
本
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。

（
2
）
厳
密
に
い
へ
ば
、
唯
一
と
は
い
へ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
続
群
書
類
従
・
第
1
0
輯

上
に
『
年
中
行
事
大
概
』
と
し
て
収
め
ら
れ
る
年
中
行
事
故
実
書
は
、
年
中
行
事
を
簡

略
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
続
類
従
本
他
の
奥
書
に
「
此
本
一
条
殿
兼
良
公
御
筆

也
、
可
秘
々
々
、
桑
門
御
判
」
と
あ
り
、
兼
良
著
か
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、

岩
橋
小
弥
太
が
「
本
書
（
“
年
中
行
事
大
概
）
は
そ
れ
（
ロ
公
事
根
源
）
と
比
較
し
て
、

恐
ら
く
同
じ
人
の
筆
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
簡
易
に
、
か
つ

通
俗
で
あ
る
…
…
本
書
も
ま
た
だ
れ
か
に
公
事
根
源
を
削
除
略
し
て
書
き
与
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
」
（
『
群
書
解
題
　
第
五
』
〔
続
群
書
類
従
完
成
会
晒
昭
3
5
・
5
〕
七
六
頁
）

と
述
べ
た
通
り
、
『
公
事
根
源
』
か
ら
分
か
れ
出
た
も
の
と
考
へ
る
べ
き
も
の
ゆ
ゑ
、

小
論
で
は
「
唯
一
」
と
表
現
し
た
。

（
3
）
近
世
に
著
さ
れ
た
『
公
事
根
源
』
の
注
釈
書
、
と
い
ふ
視
点
に
限
定
し
て
も
、
次

の
や
う
な
著
述
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
松
下
見
林
『
公
事
根
源
集
釈
』
（
元

禄
7
）
、
恕
堅
『
公
事
根
源
抄
』
、
源
義
良
『
公
事
根
源
抄
』
、
河
村
秀
根
著
・
松
永
国

華
補
『
公
事
根
源
掌
故
』
、
速
水
常
房
『
公
事
根
源
愚
考
』
（
明
和
元
）
、
河
村
秀
根
『
公

事
根
源
集
釈
補
』
、
伴
信
友
『
公
事
根
源
集
釈
補
注
』
、
勧
修
寺
ヂ
隆
『
公
事
根
源
抜
書
』
一
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滋
野
井
公
麗
『
公
事
根
源
抄
』
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
公
麗
自
筆
本
あ
り
）
）
な
ど
3
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で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
某
に
よ
る
宝
暦
3
年
の
『
公
事
根
源
』
講
釈
の
聞
書
が
残
る

　
（
静
嘉
堂
・
書
陵
部
・
史
料
編
纂
所
等
蔵
）
。
ま
た
、
実
際
の
著
述
に
お
け
る
活
用
の

一
例
を
示
せ
ば
、
後
掲
す
る
如
く
『
公
事
根
源
』
を
所
蔵
し
て
ゐ
た
（
同
書
陵
部
蔵
D

本
）
と
覚
し
い
脇
坂
安
元
は
、
そ
の
著
『
下
館
日
記
』
（
『
八
雲
軒
脇
坂
安
元
資
料
集
』

所
収
）
正
保
元
年
1
0
月
8
日
条
で
、
『
公
事
根
源
』
1
0
月
・
家
子
餅
の
所
説
を
、
『
公
事

根
源
』
か
ら
の
引
用
と
断
ら
ず
に
引
用
し
て
ゐ
る
（
た
だ
し
、
『
下
館
日
記
』
に
注
を

付
し
た
某
は
、
目
敏
く
『
公
事
根
源
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
）
、
と

い
つ
た
如
き
で
あ
る
。
な
ほ
、
近
代
に
お
い
て
も
、
高
橋
国
憲
「
公
事
根
源
註
釈
』
（
私

家
版
？
H
明
3
1
、
和
装
本
、
国
会
図
書
館
蔵
）
橘
純
一
『
公
事
根
源
略
』
（
謄
写
版
〔
私

家
版
〕
“
昭
1
3
、
国
会
図
書
館
蔵
）
な
ど
、
流
布
は
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
注
釈
書
が

存
し
、
『
公
事
根
源
』
研
究
が
細
々
と
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
連
綿
と
し

て
続
い
て
ゐ
た
こ
と
を
う
か
が
は
せ
る
。

（
4
）
元
和
古
活
字
版
（
成
算
堂
漕
龍
門
・
国
会
蔵
）
の
他
、
慶
安
2
年
刊
本
、
無
刊
記



本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
板
本
の
精
査
は
い
ま
だ
行
つ
て
ゐ
な
い
が
、
寓
目
し

た
何
本
か
の
慶
安
2
年
刊
記
を
持
つ
板
本
に
お
い
て
す
ら
、
同
『
版
下
と
は
見
倣
せ
な

い
も
の
が
複
数
あ
り
、
異
板
に
よ
る
数
度
の
刷
り
直
し
が
（
恐
ら
く
は
複
数
回
）
行
は

れ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

（
5
）
木
藤
才
蔵
「
年
中
行
事
歌
合
と
公
事
根
源
」
（
『
二
条
良
基
の
研
究
』
〔
桜
楓
社
ほ

昭
6
2
・
4
〕
所
収
）
、
白
山
芳
太
郎
「
公
事
根
源
に
お
け
る
神
道
観
」
（
『
宗
教
研
究
』

61

4
H
昭
6
3
・
3
）
、
八
木
意
知
男
「
年
中
行
事
五
十
番
歌
合
の
研
究
1
『
公
事
根

源
』
と
の
関
わ
り
の
中
で
ー
」
（
『
女
子
大
国
文
』
一
一
四
”
平
5
・
1
2
）
な
ど
。

（
6
）
一
九
九
三
年
六
月
、
明
治
図
書
出
版
よ
り
復
刊
。

（
7
）
関
根
正
直
著
。
昭
和
6
1
年
1
0
月
、
第
一
書
房
よ
り
復
刊
。

（
8
）
故
実
叢
書
本
は
速
水
常
房
『
公
事
根
源
愚
考
』
、
新
釈
は
松
下
見
林
「
公
事
根
源

集
釈
』
を
底
本
と
す
る
。

（
9
）
近
代
に
お
け
る
『
公
事
根
源
』
そ
れ
自
身
の
み
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
新
註
皇
学
叢

書
本
・
日
本
文
学
全
書
本
・
日
本
古
典
全
集
基
本
版
等
が
存
す
る
が
、
い
づ
れ
も
既
に

稀
襯
本
で
あ
り
、
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
と
は
な
し
が
た
い
。

（
1
0
）
筆
者
が
た
ま
た
ま
知
り
得
た
『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
未
載
の
伝

本
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
本
報
告
書
の
中
で
触
れ
た
所
で
あ
る
。
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